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早稲田藤用化事曾報

第七続 昭和三年五月

〔季R ス〕

本邦製鈎蓄電池の自己放電に因る容量減退に就て

(潔備資験之部)

工事士富井

工製士芳賀

I 緒論

__，__ご'，10.
/、 主主E

惣治

蓄電池は文運の護達と共に著しく其の用途成まると共に其の用途に従ひて構造、製造方法を異にす

るに歪れり。されども其の使用に際しては皆等しく其の蓄電容量を著しく減退じ違ひに麿棄の外策

の施す可き所なきに至るそ常とす、されば其:の薄命をして永カ、らしむる事は蓄電池寛用上の重要問

題なり。而して鉛蓄電池の容量減退を惹起する原因として考ふべきは (1)活勘物質の剥落 (2) 樋

板の反轄による短絡く3)不可逆硫酸鉛の生成等なり。

此の種の原因小 (1)及び(2)は ;l~用に依りて起り主と して物理的現象にしてくめは放置叉は休止に依

りて起り主として化祭的現象に起因するものと考へらるるなり。前者に就きては後日の研究に符-ち

本研究に於いては後奮の係国に就ぎて考察そ進むる事とせり。

硫酸鉛は其の成生せらるるや漸次不可逆的白色結品質のものとなり極板の活動物質を蔽ひて蓄電

池づ〉生命を短縮せしめるのみなら?其の生成は充電せられたる電気エネルギーの消耗となりて休止

せる蓄電池の容量を著しく減退せしts。

新〈充電後放置する事i二依りて生成せらる L硫酸鉛は電池の自己放電に原因し此の自己放電は化

事的及電気化事的反膳に因り極板各箇所に於けるボテンシアルの相違じ因りて起る.主としてくり

不純物の混入(2)極板の骨格ぞ腐せる鉛、アンチモン合金の拍子(グリド〉と活勘物質の接摘。)活働

物質中に法透せる電解液の濃度のHJ遣に因る濃淡電池の作用等の原因に基づく。

極板或ひは電解液中の不純物混入に因る影響に就きでは従来下の如き文献あ~) 0 

Jumall， Etude Resume des ACCllmlatellrs Electriqlles p， 85， (1924) 

Kugel， ElektrJteclt. Zei・'tschr.，13， 8， 19， (1892) 

Scarpa， L'Elethotecnica， 6. p. 317，く1919)
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Heleu Gillette， Ttams. American E1eC!rochem. Soc.， 41. p. 217，く1922)

Vinal， Bureau oj Standards， Techno，ゐwicP，，-戸rNo.225 
Chem. Met. 27. 1116 

E1ectrical妙。れ:d.80， 1383，く1922)

此等の研究は蓄電池に種々の不純物を加へ其の影響を測定せるものなり。

著者等は先づ本邦に於いて質際製造せらるる六曾枇製品を試料に採り和j等不純物を加ふる事なく

して自己放電h二因る硫酸鉛の生成量ぞ測定し11.て充電後休止或ひは放置せられたる蓄電池の容量減

退の航憩を観測せり。

II 賓験の部

(1) 賓 l職方法

自己放電i二因る硫酸鉛の生成の程度卸も容量減退のJI犬態を測定する方法として次の三種の測定法

考へらる。

く1J初め試がi蓄電池の公量を測定し置き一定j!犬態の下lこで定の時間放置し放電を行ひ34:の容量の差

を測り逐次放置時聞を箆じて充放電を行ふ。 (2)蓄電池の硫酸濃度を放置時間の間測定し;比の濃度の

減少より固定せられたる硫酸の量を知り以て生成せられにる硫酸鉛より放電せる容量を計算す。(3)

蓄電池極板は陰陽共硫酸鉛の生1武する時其の重量ぞ増加するを以て時却に依り其の増加量を秤量し

硫酸鉛の生成量を知り放電消耗せられたる電気量ぞ算出す。

此等三種の方法の中(1)充放電法は比較的貰際的なるも其の操作曜に煩噴なるのみならす試料菩電

池は初i悶の充放電に於いては容量次第に増加するを以て此の影響を考慮に入る込必要あり。 (2)比重

法の濃度の鐙化は比重i二依りて此を知り得て貰験操作簡躍なるも比重の盤化少なく且つ又蓄電地槽

内硫酸濃度を一定lこならしむる鼠め槽内を撹持する質i捺上の不使ありく3)重量法は比較的新考案にし

τ鋭敏なる秤器i二依れば生成硫酸鉛の種以下をも測定し得べく精密なる質験i二適用し得るを以て著

者等は本方法を以て測定ぞ行へり。

置職方法は恒温槽中に試N'{fr 1~池を牧め各僅板に熔接せられたる細き鉛針金の釣手に依り硫酸寸s

t二懸垂せられたる佳秤量さる。此の重量の(直に硫酸鉛生成に因る浮力の盤化の訂正を属して質i探生

成せられたる硫酸鉛の量を知り放電消耗せる電気量を算出す。

生成硫酸鉛と白己放電に因る消耗電気量との関係l主主として次の如き化接的及び電気化事的反燃

じよると1毘定し;算出する事を得ペく其の中陰極と陽健主は自己放電の原因を異にし陰極に於ける揚

;合は他に不純物の多く存せざる限り主と して化製的愛化lこ起因し Pb+ H2S04=PbS04 + Hzなる反感ー

じよる、されば PbS04(1 mo1. g) -pl (1 mo1. g)=303.26 -207.20=96.06 (g)=2 x 965QO (coulombs) 

此より陰極に於りる重量増加と放電々量との関係は1.79(g)=l (amp. hr)に常る。

陽極に於ける揚合は陰極の:擦と異なり主i二過酸化鉛と格子閉じ生せeる電気化準的鐙化i二起因すと

考へらる。印ち次の反雁による。

Pb02 + Pb + 2H2S04=2PbS01骨2Hp.



平均穏間際用化墜』舎幸量

ざれば重量の増加は

2 PbS04 (1 rnol. g)ーくPb02+ Pb)(lmo1: g)=2 x 303.26-(239.2+207.20) 

=160.12 Cg)=2 x 96500 (coulombs) 

故に!揚極に於ける重量増加と放電気量との閥係は 2.99{g)=1 (amp. hr.)に蛍るペし。

。〉 賓験装置及び試料

'3 

試料蓄電池は各製造曾枇より質験の目的を以て寄Rtf或ひは購入せるものじして陽極1枚陰極2枚よ

り成り大約12アンぺヤ時の容量を有するぺ4スト式の極板を使用し各極仮の寸法・重量は交の如し。

但し重量は極板のみじしてターミナルに漣結さるる部分ぞ除き初充電後数岡充放電せられたる極

板を速かじ蒸溜水中に浸演し酸気を可及的に除去し 600C以下に於いて昆空乾燥せるものなり。

新くじて得fこる乾燥陰極板は初め淡藍灰色戎ひは灰色を黒し格子ば金属光津を有するもt暫時の後

謹速の差あるも酸化し黄色を呈するに至る、陽極板除外見盤化なし。

表ヰ11の比重は前記重量t.e怪板の憾積にて除しfこる数を以て表し見掛けの比重なり。陽陰極の割合

は盛板の重量の比t.e以て示せ・り。

秘類 陰E易 厚 幅 長 D絞 極重量 釣手 比重陽陰の割合.

A Anode 0.4:> 9.90 11.42 50.88 278.9 8.2 ;).{) 1.2 

No. 1 Cathode 0.40 9.95 11.40 45.37 227.0 7.6 5.0 1.0 

y An0de O.4f) 10.10 11.10 50.45 291.9 5.6 5.8 1.7 

No. 14 Cathode 0.35 9.90 11ょ10 38.46 173.3 8.5 4.5 1.0 

C Anode 0.3_2 10.18 1]..16 46.33 a67.8 7.8 7.9 1.5 

No. 7 Cathode. 0.68 10.25 11.60 70.85 250.4 4.3 3.5 1.0 

D Anode 0.42 10.19 11.59 49.61 269.2 6.3 5.4 0.9 

No. 10 Cathone .' 0.13 10.2.0 11.68 51.25 311.8 5.1 6.1 ].0 

E Anode 0.50 10.00 11.50 57.50 433.6 4.9 7.5 1.5 

No. 13 Calhode 0.35 1u.05 11.40 35.18 288.4 4.1 8.2 1.0 

B Anode Q.41. 10.10 11.65 48.24 2ii!.6 6.0 5.2 1.2 

No. 5 Cathode 0.48 10M l1.iO 50.40 218.1 4.1 4.:¥ 1.0 

躍位長さ=cm 館積=cc 重量=g

試料蓄電池は初充電後更に数岡の充放電会行ひたるものを用ひ蒸琵により硫酸の漉縮せらる Lそ
、

防ぐ潟め流動バラフィンJ会以て液の表面をil音へり。各極仮は附属せるタ-i:ナ Jレに連接せらるる部分

Ab切断し}}IJに秤量の使に供する矯め細き鉛針金の釣手を熔接す。細き鉛針金そ使用せるは秤量の探

Lこ振動により硫慢の附著して重量に鐙化在来す虞令可及的に僅少ならしめ且つ綿重量己主H..僅少な

る重量を有せしむる矯めなり。

秤量F日の天秤はサ Jレトリクス 250瓦感度0.0001瓦を朋ひ恒温情の上に跨がれる安定なる四脚を有

する机の上i二装置し天秤の一方は硝子製の釣手を附し机の穴を通して直姥恒温槽内の蓄電池優板i二

連結す。

恒温f曹は長さ 101clO幅 62cm深 115cmにして嘩骨より成り硝子を以て四方を張り試料蓄電池槽十

数個を4欠む、恒温槽中のJJ(Iま四葉より成る撹持践にて 1116 モート Jレにて蓮轄し加熱は2・キロ及び0.4
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キロの電熱器じて行ひ温度 100

.分の2に迄保Tこる。第呉Iま本質

験の装置なり。

(3) 初期l二於りる自

己放電tこ困る重

量増加率測定

試来l蓄電池極板は六種類官官惑

の如く初充電の後、鉱同の充放

電.a行ひ他の電解槽l二移す事無

く其の盤秤量l二供せり.此れ電

解液中硫酸鉛を不飽和ならしむ

る恐れぞ考慮せしものなり。電

解液は稀蹄酸比重1.200及び

1.240 の二週りぞ使用せめ。稀

硫酸は東京硫酸曾批0)接構法ぞ

以て製造せる 100%硫酸を蒸溜

水そ以τ稀薄し使用l二供せり。
充電直後l立陰陽極共lこ瓦斯の

量生若しく秤量する事.a1尋ざる

を以て約1時間恒温槽中に放置

し蓄電池槽全聴0)温度一定となり瓦斯の琵生の止まるを符ちτ秤量せり。

初期に於いては重量の増加率は多くの揚合後期じ比し著しく大なり、ヨ欠ぎに初期20時間前後に於

りる測定の結果を示す、但し秤量は凡て電解液中じて行ひ蓄電池槽は古Ij述の如く恒温槽中にて 250C.

1二保てり。

本測定に於いては鉛及び過酸化鉛の硫酸鉛に盤化する事による浮カの盤化は少にして且つ又硫酸

の濃度の減少も微少なる鎮め浮力に及ぼす影響少なきを以て此れが訂正を鶴さす。

表中充電最終端子最歴とは陰陽各 1枚を以て 1組となし充電々流各 0.6アンペヤとせる揚合に於

る充電最終の陰陽極聞の端子電歴を示す。 E.M. F.は金属カドミュームと爾極との電位差より得たる

電動力なり。

陰極の初期に於ける自己放電〈温度 250C.硫酸比重 1.200)

穏類香務充電最終
端子電車E

E.M.F. 放置時間 ißiJ~重量増加(g) 場略行)毎時放電電気位日寺 (アンペヤ時〉
A 
2.726 2.160 20.'25 166.6478 0.1293 0.0062 0.0035 No.1 

B 2.090 2.090 19.66 166.Gl58 0.2396 0.0121 0.0063 No.5 
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C 
2.120 2.120 22.91 181.1646 0.0346 0.0015 0.0008 No.7 

D 
2.157 2.157 23~50 208.2087 0.0650 0.0028 0.0016-No.10 

E 
2.130 2.130 20.33 215.05<ゆ 0.1509 0.0074 0.0042 

No.13 

E 2.122 2.122 20.33 120.2300 0.2200 0.0108 0.0060 No.14 

温度 300C硫酸比重 1.200

種類雷務 放置時間 測定JIì~量 時雪 加 増加議(詣) 符明季語字

A 
17.66 ]62.4806 0.1808 0.0102 0.0057 No.1 

B 
23.08 166.4786 0.2758 0.0119 0.0066-No.6 

C 
17.00 180.5844 0.1310 0.0077 0.0043 No・7

D 
18.75 205.5472 0.2102 0.0112 0.0063 No.11 

E 
17.58 215.0000 0.1700 0.0096 0.0054 

No. 13 

F 
20.66 120.3a27 0.3251 0.0157 0.0088 

No.14 

〈温度 250C硫酸比重1.240)

充電最終 Eぷ1.F. 放置時間測定重量 増加 精力制品)輔放電電気量種煩番線端子管室墜 〈アンペヤ時〉

A 
2.700 2.172 67.83 166.5507 0.2397 0;0035 0.0020 

No.1 

B 
2.744 2.160 69.41 165.9275 0.2659 0.0038 0.0(121 1¥0.5 

C 
2.732 2.142 70.08 181.1720 0.3096 0.0044 o .0025. No.7 

D 
2.662 2.176 41.00 207.4304 0.3233 0.0079 0.0044 

No.10 

E 
2.730 2.198 71.25 214.2122 0~1868 0.0026 0.0015 

No.13 
F 
2.642 2.200 41.41 120.2950 0.3606 0.0087 0.0049 

No.14 

腸極の初j閉じ於ける自己放電C温度 250C硫酸比重 1.200)

種類香務 充電産量終
端子電~

E.M.F. 放置時間測定重量増加(g) 場加重ι(~1商)毎時放電電車E量
くアンペヤ時〉

A 2.726 2.160 19.91 217.3000 0.6425 0.0322 0.0108 
No.1 

B 
2.764 2.090 19.08 206.2876 0.6176 0.0323 0.0108 

No.5 

C 
2.704 2.120 22.66 178.6644 0.3122 0.0137 0.0046 

No.7 

D 2.706 2.150 22.50 185.1286 0.1886 0.0092 0.0031 
1¥0.10 

E 2.702 2.130 20.33 219.8667 0.0467 0.0023 0.0008 No.13 

F 
2.654 2.122 20.33 137.5776 0.5359 0.0263 0.0088 No.14 

温度 300C硫酸比重 1.200

種類香挽 放置時間 測定重量 増 力日 増加率(扉E商)毎く時ア放ン電ベ電ヤ気時量〉
A 

17.50 215.1235 0.70;9 0.0401 0.0134 No.1 



&: 齢化織に依る炭酸.曹遣の苛性化〈告書?ニ事長〉

B 
22.75 196.8132 0.7041 0.0309 0.0103 

No.6 
C 

16.50 178.6366 0.4826 0.0292 0.0098 No.7 

D 
19.00 192.9570 0.3225 0.0169 0.0057 No.11 

E 17.50 220.7039 1.5239 0.0870 0.0291 No.13 

F 
20.33 136.4306 1.2042 0.0592 0.0198 No.14 

温度 2oOC硫酸比重1.240

種凝香務充電最官tl終E 
端子

E.!¥'I.F. 放置時間測定重量 増加 増加率(蒔g両)毎く時ア放ン電ペ電ヤ然時遺〉

A 2.700 2.172 68.00 216.280Q.. 0.4300 0.0063 0.0021 No.1 

B 2.744 2.160 69.41 205.0534 0.4898 0.0071 0.0024 No.5 

C 2.732 2.142 70.33 180.5422 0.2791 0.0040 0.0013 No.7 

D 2.662 2.176 41.33 183.8363 0.1363 0.0033 0.0011 No.10 

E 
2.730 2.198 71.41 218.8525 0.0753 0.0010 0.0003 No.13 

F 
2.642 2.200 41.41 133.4763 0.5987 0.0145 0.0048 No.14 

(4) ?象備賓験摘要

(1) 硫酸中に懸垂せる僅極板ぞ秤量し重量の増加を測定し以て自己放電の航態を各種極板に於

いて比較し得可し。

(2) 陰極根及陽極板各種共初期に於いては自己放電量比較的大にして種類じより期間の長短あ

るも一定時間の後は放電量減少す。

(3) 陽極板の重量増加Z容は陰極板に比して大なり。

'( 4) 陰優腸極共温度上昇により重量増加率を大にす。

附記木研究費は常国棋士院奨事資金の一部を以て行へり。 嬰士院醤局並に試料蓄電池の寄!鳴を

受りたる曾枇じ厚謝す。叉質験に蛍り伊藤瀧太郎君の持そ煩はす事多く同君に深謝す。

(曾債銀ス.暴走き〕

酸化銭に依る炭酸曹達の苛性化(第一二報)

酸化餓の存在に於ける炭酸曹達の熟分解式の数率的解法

工製博士松井元太郎

(要旨〉 著者は畿に酸化嘩の存在i二於ける炭酸曹達の分解歴第二賢裁く第七報〉の測定値に基き、

主主種の分解歴賓験式ぞ誘導計算し、第八報及第九報に示し、猫之に聯関せる数値、例へば炭酸瓦斯の

歴が 760mmに建する時の温度並に 2oOCに於ける反感熱、並に各Z ンFロビーの援化等を附した
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りき。

一般代数的に解法困難なる高失式、又は複雑なる童文式と雄、テーラー氏くTaylor)展開式を鷹市す

る品ュートン氏。.rewton) の方法を用ひ、簡軍容易じ所要根の近似値を求め得らるぺし。今数式を

f(めとoとし、 xJ，甘所要数とす。 1・=σ+hと置く。式中 a'まZ の{院定近臥!直、 h，ま賞根との差とす。
テーラー氏展開式に擦り:

Jt2 
0=パx)=flα十ん)=:パα)+!if'(α)+「 Jぺα)+…・..子jfべα)十・.'

2; 

A を小なる数とf毘定とすれば、 j'(a).以下を省、暮して支障なかるべし:

.ベα)0=/(α)+ん':1'(α) ・.ん=一一一ー
1'(α) 

郎ち a¥二針する Aを知り、従て Zの近似値を計算し得らる。

同法ぞ用ひ前報じ示せる分解盤賓験式にて、所要歴力に劃する溢!支を計算せり。印ち炭酸瓦wrの
歴カが 760mm の温度は Nemst 氏式 850~20C 及 851.60C ， Cederberg氏式 851.70C，Henglein氏

式.851.20C及 850.850C，Kirchhoff氏式 848.80CRankine氏式 848.90C とす。

反臆熱計算式は dH=-45754務遊離エネルギー叫ん-4.575T log Kにより各部

っき計算す。

分解座の 760mmの時の民感熱の卒均は l1H =29702 cal.同エントロピーの平均は l1S:v=26.45 

α1.，又 250C \二於りる反感熱の平均はl1H2~8.1=34生79 cal.同エントロピーの平均 :~ l1S2~s.1=33.73 

cal.とす。

分1干座の 760mm の時の温度を測定値〈番税 3~ 37， 41， 42， 4~ 45)使用Lagrange氏内姉法に

より求め、 848.560C，848.1FC 848.30oC 847.310C 846.110C ~容を得たり。

附記本報に引用せる測定値は矛園事士院研究補助費、並に旭硝子株式曾枇補助費{変仰の賓験

(第七報〉より掠れり。同質織の共同研究者工・撃士林和雄氏に感射す。

く昭和三年四月二日工業{ι堅金第三一年舎にて講演〉

酸化銭に依る炭酸曹達の苛性化(第一三報)

酸化テト 9ウムの水溶解熱(諜報)

工墜博士松井元太郷

工串土中国 勅夫

〈要旨〉 酸化ナトリヲムはランガード氏ぐRengade，C.κ， 143， 1152， 1906)の法に従ひ、金風ナト
リクムの薄片をアル ミニューム小舟に載せ、硝子管内i三置き排気し、別に必要量の頭表に針する空気

ぞ入れ、電流にて 1800C 附近に加熱酸化せしめ、失に温度ぞ上果せしめ.280oC.附近にて過剰の

金属ナトリクムそ莫空襲溜により除去し、冷却後採り出Tごじ試料を薄壁晴子管に入れ昆空とん熔封
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す。純度 88-95%其他l二過酸化ナトリクムを混令。

Na20の水溶解熱測定iこ際し、混入せる NaP2の水溶解熱を知る必要あり。他著者の測定値を組

合せ求め 14320cal ~得fこり。

今 Na宮0 の量ぞ m，Na宮O2の量を n，電流 (AlIψ〉・ぞよ抵抗 r(35.6862 01mz) ， t時間〈秒)、 61

反感の矯めの温度上昇、 62電流による温度上昇とすれば、求むる Nap の水溶存熱 Qは次の式よ

り得らるべし。

QX11Z 1 I4320 X 1 I2xrxtxOl 
62 T 78 4・I77IX O2 

使用熱量計は部i報(第一一報工業化謬雑誌昭和8年140頁〉に用ひたる潜氷型恒温熱量計じして、

操作も署同様なり。電流計は大型精窓なるものにて、 0.2Amt附近は 0.0001Amt迄讃得fこり。前

報試料管の代りに、丈夫なる有孔試験管をコルク蓋より釣り、其内に試料熔封管を置き、硝字絡t二

て破砕し反膳せしむ。 電熱器の絶縁塗料はアルカリ lこ耐ゆるものを求むるじ苦心せしが、敏種試験の

結果、旭ラッカ-B. 30の揮遊物ぞ駆逐し約 20%のパラフヰシを混じ目的を達したり。此塗料Iま皮

膜薄き矯め、前聞の肉厚パラフキン塗布のものに比し、電流加熱i脱線の精確度を増し得fこり。

250Cに於ける Na宮0 の水溶解熱は 57242，56628， 56093， 57373， 56892及 55437cal.其平均は

56611 cal. とす。

他浪IJ障者の(庄は 55000cal.くBekeω仔~ Mem. Acad. Pet.， 1882，7，20)及 56500cal. (Rengade， C.κ， 

145， 236， 1907)あり。

質験の詳細は中田祐失卒業論女にあり。目下貰験lま稽続中とす。 C松井元太郎識、

秋田勝山本郡産ー原油に就て

工穆士高木暢太郎

(要旨〉 供試i自は秋田県系山本郡轟村産原油及び其荒引油なり、阪油は黒色極めて漉調じしてアス

フアルト臭烈しく荒引i自は赤褐色にして締色盛光ぞ有し透明なり。

原油の比重は 0.9985(15/4)じして殆んど1に廷し

原油中の水分はキシロール法を採用して測定し 16.3%なるを認めたり遠心分離機法l二τは到底測

定すること能はぎりき。

原泊中の硫黄分は加硫護謀中の化合硫黄分の定量法としての4エツカース法 (P.Ie】cker'smethod) 

を慮用し卒均含硫黄分 2.27%なること是認めたり。

原油に就て蒸溜試験&施すi二宮り合水分多量且非常t二濃調なる原油なるを以て遁例の如く蒸溜を

困滑に行ふこと能はす・フラスコを加熱するに嘗り直じ泡起し操作困難なり故に務め原油に等量のト

Jレオールを付加して 1/20劃容分溜a試験並に劃温蒸溜試験を施したり(結果省略〉

原油に酸性白土を添加して蒸溜試験を行ひたり。(結果省略〉
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原油を稼め加熱して水分を除く所調焼取法を施行して後蒸溜を行ひたり〈結果省略〉

荒引油の蒸溜試磁の結果三大の加し。 、

1/10 I1J ~容 蒸溜試験

第 ー 分溜泊

第二 H 

第三 H 

0.7955 

0.8467 

0.8791 

第六分 i宿泊

第七 H 

第八 H 

T

A

9

0

阿
川

叫
M

O

G

叫
凶

:

1

:

 

Q
吋

杭

Q
吋

O

A仏

0

第四 11 0.8991 

第五 1/ 0.9145 

同劃f且蒸溜試験法はエングラー・クバローデ氏法を採用す 10聞の卒均値きたの如し。

第九 〆〆

湿度 i留泊量(，の 比霊 温度 i留f由量(，の 比 重

致Ii留1300C 2500C--2750C 7.6 0.8653 

1500C以下 0.6 0.7562 2750ι-3000C 9.9 0.8856 

1500Cー1750C 2.5 0.7747 3000C-3250C 11.0 0.9036 

1750C--2000C 3.3 0.7963 325 'C-350oC 18.2 0.9238 

2000C--225CC 4.3 0.8184 3500C以上 36.4 

2250C--2500C 5.1 0.8444 

分溜試験により明らカ、なる如く原油に於ては沸醍j200
0
C以下の溜分は存在せす荒引i自に於ても

150~C 以下の溜i自分僅少なり賓験室内の質轍としては是等の溜i[U分与を多量l二牧むるこ主困難なり故

に中羽1:駄の溜i由に就て元素分析を施し大惜の成分を推定せんと試みたり荒引itll450c.c宛を規定蒸溜

法じより 34間分溜して 25
0C宛の差じて夫々溜i由を牧めたり次に各溜分ぞエンク'ラー・クペローダ

法i二て蒸溜して下記の溜i自を分*したり。

宮市 懸 Jt 主註 ~lci白量

第 一分 i留泊 1500C-175?C 0.791くd15ん〉 3100.0. 

第 二 ノ〆 1750C-2000C 0.814 ( // ) 3860.0. 

第三 ノ/ 200"C-225"C 0.835 (庁〉 6610.c. 

第四 1/ 2250C-250oC 0.854 ( 1〆〉 4370.0. 

更に分溜して くわ 155'C-170CC，く2)1800C-195JC， (3) 205' C-220oC，くの 230
o
C-245
0
Cと分

溜し次に是等分溜i自ぞJレベル・へンニグル氏精溜管を附し分溜し下記の沸動範閏の溜i由を牧めたり。

沸動 f由量 比重 町 屈折率(n~)
第 一 分溜泊 160oC-1650C 320.0. 0.7922 1.4383 

第二 1/ 1850C--190CC 27 0.8140 1.4500 

第三 〆/ 210oC--2150C 37 0.8372 1.4586 

第四 1/ 2350C--~400C 27 0.8522 1.4667 

上記分溜泊中所合の不飽和炭化水素を除去するため 3%の逝離 S03~旨含有する硫酸じて数悶洗糠

し更に水洗し後2ドーメ .10度の苛性曹達被l二て載悶洗・織しl型化カ Jレシク ムじて脱水して突の結果を

得fこり。
I 20¥ 

沸 艶 清7;1;前容量渚洗後容量 比重:15/4) 屈折率いTS)

第一分i留泊 160oC--1650C 320.c. 150;0. 0.7838 1.4346 



10 オレイシ般メチルの汗素添加速度1.:就て

市
岡溜

H

H

分二
三

四

第

第

第

1850C-1900C 

2100C-ー2l50C

2350C-2400C 

2Tc.o. 

37 

27 

M

3

2

 

'
A
a
A

噌

i

0.8076 

0.8299 

0.8431 

1.4453 

1.4516 

1.4630 

清洗自ilの容量i二針しi青洗後は約半量となれり。

各分溜i自l二謝する元素分折の卒均結果を基幹ぐれば第一分溜i自は C=86.00，H=13.74;第二分溜油

は C=86，02，H=13.60 ;第三分溜i由以 C=86.47，H=14.09;第四分溜i由は C'=85.27，H=13.08な

り。

文献に徴するに第一分溜Illl160oC-1650Cのものは其特数ナフテン系炭化水素 ClOH20α ダカナフ

テンに近似し叉第二分溜池 185
0C-190oCのものは CllHZ2 ウンデヵ-tフテンじ第三分溜i自2100C

-215 Cのものは Cj2H24 ドデヵ・ナ 7テンに近似す放に大騒に於て是等分溜i由は飽和炭化水素のナ

フテン系炭化水素より成立することと認め得べし。

結論供試秋田鯨IlJ木郡t慌村原i由は比重 0.9985水分 16.3%硫黄分 2.27%濃調なる原油にして

殆んど姉琵油分ぞ快く其荒引i由i二就て検するに著量の不飽和炭化水素の才レフィン系炭化水素を含

有す元素分析の結果其他より推定するに主成分はナフテン系炭化水素なるが如し，fjllち 160
o
C-165。

C分はデカナフテン、 1850C-190o.C分はクンデカナフテン叉 210'C-2150C分はドデカナフテンよ

り成るもの L如し。〈昭和三年度早稲田大穆庭用化・撃科卒業論文、小林、山本抄録〉

オ V イ ν酸J 今 Jレエスアルの水素添加速度に就て

早大工・撃士山 口 柴

工高各ゴ:需11' 谷 香

〈要旨〉 工業化墜曾第3Qjf曾に於てIlJ口は大豆illlの水素添加速度に就き講演せるが該反懸の速度

恒数を一次反感としτ計算するとき、反感温度低く燭煤添加率小なる場合は反感時間の長短l二関せ今
一定値を保つも然らざる揚合は反即時間の経過と共に漸失遮減する事を認めたり。

Hinshelwood氏自(Kineticsof Chem. Change in Gaseous System， P.152 (1926))はー酸化窒素の接蝿

的分解に闘する質験を試み同様の司王貨に遭遇し反感果成物が蝿媒面を被覆し行くが爵、反感恒敏の遁

減をもたらすものと説明し此観ltla1iより下記の軟式ぞ誘導したり。

T. l+ab T. a b':t 
I~= ーーーーーー-tOIアーーーーー一ーーーーーー一一一一ー
t ~ a-;t; t 

但し tは反麟問、 zは同時間に於ける水素吸牧容積、 v=子;aは試料油採取量に相賞する理
論水素吸牧容積占拠=-Lfodd-z)-bは常数なるべき数なりょを大豆油水素添加のー飢餓むる

じさたの如し。

反感温度燭媒添加率 0.46%，=442‘60.0. 

t(分) x(o.o.) v α-x 正切る や+2.689)/止切る b k=2.689o 
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30 

45 

60 

75 

90 

105 

63.1 

121.8 

161.7 

191.1 

'214.1 

233.8 

251.5 

4.507 

4.060 

3.592 

3.184 

2.854 

2.603 

2.395 
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379.5 0.01124 640.3 0.00506 0.01359 

320.8 0.01074 628.5 0.00538 0.01445 

280.9 0.01010 622.0 0.00557 0.01.98 

251.5 0:00941 624.0 0.00552 0.01480 

228.5 0.00881 629.1 0.C0536 0.01441 

208.8 0.00835 633.6 0.00524 0.01407 

191.1 0.00800 635.4 0.00518 0.01393 

120 26704 2.228 175.2 0.00i68 640.3 0.00506 0.01359 

鰯媒=ッケルl工還元后空朱に全く隠れしむる事なく泊隠と混合dリ。

11 

ー.~^ _ _ ". L _ ..  2 
印ち一次反躍としての恒敏 ん C第五行〉は 120分の後に約す以下となるも縄媒の表面や反感果

成物が被覆するものとして計算すれば(思終行〉殆恒散となる。

蓮度恒敏遁減の第2の理由としては該料油脂の軍一化合物にあらざる事にしt而も選揮的反慮の

起り得る事なり。此原因を確めんがf誌に市販才リープi由より不純才レ4ン酸を分取し之ぞメチJレエ

ステ Jレとし、減座蒸溜によりて相官溜分を牧め此*素添加速度恒数ぞ検討せり。

其結果はニックル鮪媒の製造不完全なる震所j闘の結果を得ざりしも猶続けて府究せんとす。

く昭和三年早稲田大謬賂用化星第科卒業論文、山口抄録〉

窒化マグネ γ ウムに就て

工墜士元木秀

〈要旨〉 本研究はグネシクムと窒素との反感傑況を明かにせん矯めに行iまれたり。従来金属窒化物

中アルミニクム窒化物は最むよく知られ居り次に?グヰ、シクム窒化物は同会属が カルシウムl二似て

水素添加物を遣るぺき想定の下に多少の研究あれども其の水素添加物の生成は正確と思iまれつ炉、而じ

て近年金属?グネシクムが電解法によりて盛んじ製出せらるるに至れる事を併せ考へτ窒化?グネ

シクム及びマク》シクム水素添加物の研究必すさしも徒爾ならざるべし之れ著者が金属7 グネ シクム

と窒素より窒化物の生成さるる賦況を明にせんとて本研究Z並行へる所以なり。

材草寺 本研究に使用したる?グネシクムは市販の粉末品と紐航品にして分析の結果著しき無機不

純物の含有ぞ認めざりしを以て之を使用す事とせり o

窒素 lま液鱈空気より蒸溜法iこよ り分離されたるポンプ入りの窒素を用ひアルカリピロガロール

二瓶じて洗i隠し充分酸素の含有無き事>S?!ii定め盟化カルシクムじて乾燥して反感装置に供給せり。

反聴装置 は水平式白金線電策強〈長さ 28糎孔径3糎〉中i二挿入せる磁製管に して雨端はゴム

t二て密閉し水硝子と滑石粉にて気宿に保てり。一方のゴム栓は窒素源につなぎ他栓は真空ホ・ンプ並

びに 7 ノメーターに連格する硝子管及び白金ロデューム熱電堆を挿入せる素焼管をも挿凡せり。磁

製管の太さ内径 1.7糎にして長さ 66糎なり。マグネシヲム試料は 0.5瓦以下の少量を磁製或は徒に

は蟻製ポートi二入れて反感管の中央部迄簿入せり。弦に於て其空ポンプによりて排気しきたいで窒素I
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を充填し排気と窒素充墳を反覆して管内より酸素水分を艦・逐し徐々に加熱を行ひ 7 ノメーターに於

ける歴カ愛化ぞ追跡せり。若し此0)時?ク可シクムと窒素とが反路せざる時は加熱により瓦斯の歴

カは増大する事明かにしてプランクテストによるに殆ど直線的に上昇するを認められ従って本装置

に於ける瓦斯歴の盤~ftによりて反胞の進行程度そ推断し得る事を確め得たり。

反肱開始i胤度 温度を上昇し行く時は瓦斯歴も殆ど直線的に上昇し行りども 6500C前後に達す

るに及び座力の減少在来し其以後2時間計りの関連績的に歴カを減退し行けり之れ明かに窒素が吸

放せらるる矯めに起るものなる事云ふを侠た歩。而して此の 6500Cは恰も 7 グネシクムの熔融勤

650 0C と一致する事大i二興味ある事i二し;1'1;の生成物は策灰色ぞ呈し:分析の結果 Mg3N~ として 26.0

演に賞る事を知れり。

酸化層の影響金属?グふ シクムは空中に於ては直i二酸化居じて被はるる事明かなり、若し此の

酸化唐強固なる時は此れ以下の居内i二窒素の浸入困難なるべく従って反~開始温度は前記 6500C よ

む以下なるべきやも知れざるべし。之が~め?ク--;j、シクムを水素気下に 8900C以上に迄加熱し金扇

熔融したるべき頃を見計らひ冷却後水素ーは窓棄と置後して再度加熱を行ひ 7 グネシクムの酸化唐無

きものと窒素との反>>liiぞ見極むる事とせり、，然るに之の時に於ても悩i貰験同様 650
0

Ciこ於て初めて

盛なる窒議l汲牧の行はるるぞ見たり、之そ以て見るに 650
0
C以下の温度に於ては始ど著しき量の窒

素は?クーネ シクム』こ吸牧せらるる事無く賞i際的吸牧は 6500C以上に於て盛なるを見るなり、但し始

吸JIXIま520-Cに於て、微弱に認められさPるに非ざるも程度極めて僅少なり。

水素添加物 商ii質験は又?ク';j・シクムじよる水素添加物の存否を示すものじして此種の宜験致

問に亙れる試験に於て只 550"C~ììH幻二於て少量の水素の吸牧ぞ示すと雄之を水素化合物として認め

ん矯めにはあまり其の韮;少くして多少の疑jn~きを得1'-・'iQ し 5000 乃至750。迄の聞に多少の吸牧行は

るる事は明カ、にしてマク'ネシアの還元かか Lる低温度に於て行はるるものi二非ざる事を併せ考ふる

に及んでー居民の疑問を深めらる記してj将来の研究に待つ事とせん。

反感経過マグネシクム窒化物中最もよく知られたるものは Mg3N~ なり 而して純粋窒素瓦斯を

加熱?グォ、シウム上をVfEjeせしめて得ら るる黄色物は主として上記の分子式に合し著者の貰験に於

τは 86.6% の MgτN~ を得たり但し、本化合物は空中海電気の矯め i二も容易に分解されアンモニア瓦

斯の放出を伶ふて Mg，:OH)2 を生すべきものfこるを以て此の分析上の悶難を併せ考へて主なる反感

j)~ Mg:IN~ の成生i二有る事疑無しの郎ち

3Mg + N2→MgaN2 
而して一見本鵬の窒素減少漣度は与=叫 )3X刊にて示さるる様見受けらるると雄不均一

系の反感たるが爵に j支肱物質皮膜成生物によりて反服そ防けらるる事となりて其の蓮 :_~頗る複雑
-~p Tこり。今 7000Cの一定温度に於ける反感速度を知らん矯めいAtと tとの関係を曲線じて示すに

惜し api!:m;;新歴の差 ttは版差に慨する時間差 tI~&癒初めよりの時間 〉 明かに与は一極
大値を有し数貰験は管内躍の大小、温度のi南下の揚合何れも極大極右f有する通則に洩れ歩殊に 700"C

1 
7800Cの雨賓験に於ては反感開始後殆r同時間印ち 1す分聞を経たる時i二極大なる愛化速度を示
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明かに反感の軍一反感に非ざるを示せり。郎ち反感は初期に於ては自燭的に速度ぞ増大して其の極

大値iこ至るに及んで金属?グネシクム全面が Mg3N.l二被はれ窒素の金属?グヰ・シタムiこ到達する事

愈困難となり、愈慶化量を減少するものと認、むべきなり、備序手ながら附記すべき興味ある事賓は一

度 6oOOCの一定温度に於て殆んど反感終止賦態i二至れるものを 700。とせば更に多少の吸牧を来す

事なり此の温度に於て反感外見的終止迄進ましめ更に 7800 と次第に反覆する時は其の程度は減少

するも毎周多少の反感を仲ひ階段的に吸牧の進むを見るなり。此れ恐らく高温度じ井さるる毎に窒

素瓦斯の法透性i曾すが故なるべし。

成品色調t窒素合有量 会属?ク・ヰ・シクムと窒素との反感生成物は加熱温度によりて異り同

時に室素含有量を異にす、而して加熱温度高ければ盆其色調黄味毎深め窒素含有量も増大す。但し

一定温度に於ては外見上の反感終止はー乃至二時間にて達するを以て此れ以上長時間放置するも窒

素の含有量は著しき増加は認め難し、今色調と窒素含有量に閉する分析表ぞ示せば次ぎの如し。

加熱温度 試料容器〈ボート〉 色合 室産業含有量
6300C 餓製 灰色 3.0-6.8% 

6500C 磁製 灰色 26.0% 
7400C 磁製 黄色 68.0% 
8000C 鍛製 美葉 72.0% 
9500C 磁製 帝緑黄 89.0% 

結果の概括

1. 金属マグネシクムによる窒素の吸牧は賓際的の吸牧は 6oOOCl二於て初まる。

2 反感は白燭的なれども密閉器削こ於ては与は極大{直あり、恐らく有政面の被覆さるるに基

くべし。

3. 加熱温度の高き程盆生成物の黄色味及び窒素含有量を増大す。

4. 窒素を 7 ク干シクム上ぞ流過せしむる時は窒化物生成迅蓮なり。温度高かればー居早し3

o. .，.グネシクムは 550でC近遜に於て少量の水素を吸J!Xするじ過ぎす。

く和昭三年度早稲田大息感用化撃科卒業論文、富井抄主義〉

樺太産エ Y松及び Tド極の化率的成分

工準士高 宮 修

く要旨〉 本研究i二使用せし試科・は深川の或製材工揚にて樺太産エプ松及トゾ松の径2.5尺内外の

ものを肢に切甑せる鋸屑ぞ得て 3日間室内乾燥を行ひ夏i二粉砕器を用ひ粉末とせるものなり。

試判の粉末度i二就ては既i二研究のf芋するが如く粉末組大なる時は禁罪判の透入困難にして織維素の

測定結果正確ならす叉過小なる時は繊維素壁質の恐れあるを以て適嘗度に止むる必要あり。而して

80-100目簡の間ある粉末度を以て最も過賞なりと認められつゐあり。而して試科の調製は繊維束

の離解を目的とするものiこして不均質なる木栃は軟質部に於ては比較的祖位となり易く硬質部は細

粉となり易し。因て不用意に木材を粉末とし一定粉末度のものを採取する時は試叫が木材の或部分
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lこ偏するの傾あり。因て鋸屑を飾ひ分り簡に止りたるものを更に砕きで簡ひ之を幾岡も繰返へして

可及的公平なる試料の調製に苦心を掛ひ 80ー100目簡のものを得て試料とし童文聞に亘りて各成分の

分析ぞ行ひたる鹿衣の如き卒均結果を得?こり。

エゾキ去 ドfキ:i!-

水分 10.18% 11.23% 

灰分 0.43 0.59 

ペ yぜ γ抽出物 1.83 1.43 

酒精抽出物 2.33 1.86 

*可溶物質 3.33 3.36 

1%苛性wl淫可溶物 10.24 11.82 

粗繊維素 51.61 51.29 

純繊維素 47.94 47.75 

粗織縫中のペントーザン 3.67 3.54 

Pグ=-:/ 31.51 28.55 

ペント}ザ y 8.54 9.11 

CH2CO基 1.36 1.45 

メ FキシJレ基 5.08 4.65 

マンナン 6.35 5.94 

飼償 2.60 1.89 

水分以外は試料令電気乾燥.需にて 1000Cに 16時間乾燥して水分を臨港せる物質に針する割合な

り。猫組繊維素は Sieber及 Walter氏盟素法に因て定量せる繊維素にして夏に此中のぺントーずン

を定量して減じたるを純繊維素として掲けたりリ。リグニンの定量は Konig氏の方法に擦れり。

〈昭和三年度早稲田大製膳f1Hヒ・塑，科卒業論文、小栗抄録〉

議設の熱硫化反庭、熱の測定

並びに

其熟化Z34的愛化に挽いて

波回強

工準士深谷 孝

護諜及硫黄系の熱硫化l二於ける反臆熱の究明は、軍に墜術的i二興味の存する問題fこるのみならす、

護諜工業の賓際l二照して、其硫化現象ぞ説明し、且つ此方面に閥して熟化著書的進展佳見出す上に於

て亦極めて重要なる論操ナこり得べきも.のとす。然るl二米1:J1t方面lこ闘する研究の護表せられたるも

のあるを間カ、さ'るは、一面本問題の究明が簡輩ならざるを惟はしむるものなり。

由来化墜系に於ける反感熱の測定は、精製せられたる純化合物の聞に於て直接の決定せらるゐを普

通とするものなれど、護諜の如き之を純航に取出す時は極めて不安定となり、且つ硫化に於て熱を遁

過せ5るべからざるを必然と属すものにありては、新かる不安定度は更l二増加し、複雑なる側校反膝
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そ誘包し、軍なる護謀ー硫黄系の反感とは鼠し離し。

因って本研究に在りでは種々に硫化係数を異にする護諜ー硫黄化合物を製し、之が燃焼熱を測定

し、其結果に劃して、構成々分及其等相互間に於ける反感t二由る熱効果の補正を施し、以て目的とす

る反感熱ぞ算出せり。

印ち調製せし硫化護謀の試料は惨めコツト Jレ氏抽出器に依りアセトン令用ひ樹脂及樹脂、硫黄化

合物を 24乃至 30時間抽出を行ひ、一方デッカー氏法により化合硫黄を定量0，他方l二於て常法に

従ひべJレアロー・マーラー氏型ポンプ熱量計により、燃焼熱を測定し、之に受:tして下記事項に就で補

正ぞ行へり。

1. 純護漢の燃焼熱

2. 硫黄の燃焼熱

3. 無水硫酸の溶砕熱

4. 蛋白質の燃焼熱

5. 蛋白質と硫黄との反感に月"由する熱エヰ、 Jレギーの塙1m

以上の中無水硫酸の溶解熱は、常歴l二於ける結果を其僅計算に使用せるものなれど、 7~のlW1f.r~係数

は僅かに 47Xl0-5附近なるを以て事質差支へなかるべしと思惟す。

猶試料中i二於ける7J<分は、其量的存在に依り、試料の燃焼熱を低下せしむるのみにて、之が熔融に

仲ふ熱愛化lま、其冷却にl探して現はる L熱妓果と、値を等ふし、且つ泊:披ぞ相反するものなるが伎

に、之を綿括的に考ふる時、溶解熱は考慮を要せざること明白なり。

ヨたに本研・究に使用せし試が!のJil(;分及び諸種の測定結果を表示すれば下の如し。

第一表 試 料 成 分

試料喬}Jt 純怒諜(%)化合硫黄uの 蛋白質(%) 灰分(%) 硫化係貫主

1 D5.350 0.750 3.136 0.173 0.D25 

ミ‘P・ D5.014 1.703 3.106 0.171 1.854 

7 D3.823 2.D35 3.067 0.16D 3.312 

10 DO.D34 5.924 2.Di3 0.164 6.93D 

14 S:1.756 13.350 2.738 0.151 15.937 

15 7D.735 17.510 2.607 0.144 21.D60 

1D 73.834 23.611 2.414 0.133 31.977 

20 6D.878 27.707 2.284 0.126 39.650 

上表に於りる硫化係数は特l二純護諜に就いての計算なり。

第二表 熱致果(グラム ・カロ Yー〕

試料奮t虎 全燃焼熱 燃焼熱 焼焼熱 溶解襲名 燃焼罪名 反I!m熱 硫化反I!f!、熱

〈懇談・硫黄系) (純謎言葉〉 じ硫黄〉 〈無*硫敵) (蛋白質) (蛋白質・硫黄)(議謀・硫黄系〉

1 10587 9992 24.6 9.1 1 42.D 19.6 +399 

3 10495 D957 55.9 20.5 141.ち lD.4 +301 

7 10309 D832 D6.3 35.1 139.8 lD.2 +18'7 

10 9787 9529 194.4 70.1 135.5 18.6 -161 
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14 8941 8777 438.1 ]52.8 1t4.8 ]7.1 -569 

15 8918 8355 574.7 ]9G.4 118.8 16.:¥ -:¥43 

19 8942 7737 774.9 253.3 110.0 15.1 + 52 

20 8691 7323 !J0!J.1 289.(; 104.0 14.3 + 51 

郎ち以上の結果を綜覚するに、普通に見る譲謀製品の硫化に於ては護熱反感なるを示し、漸次硫化

系1ftが進'むにつれて、 1?11へば製紙!日のプ レス・ロール程度の硫化に於ては吸熱j交感に依って硫化が進

行するを示し、而1も此揚合施関{直ぞ比較するに、吸熱の深さは遥かに護熱のそれに勝り、更t二エボナ

4トの製造は微弱なる接熱を{宇ふことぞ知る。この事貨はエボナ 4ト製造の賓際に照して.一見矛盾

する如く 考へらるべきも、エボ‘ナイトの如き硫黄ぞ多量に含有するものにありでは、硫化反膳に潜行

する、硫黄の蜂1砕きを考慮せば、本問題づ〉解明は容易なるべしと信づ歩るものなり。

〈昭和三年度早稲川大祭際用化皐科卒業論文、波田抄録)

澱 粉 の 研 究

工製士森 川 隆行

〈要旨〉 本研究は澱紛及び澱粉ぞ構成する主要成分たるアミロープごとア tロベクチン中の燐含有

量を決定し、ヲ〈で-之等の物質に針。するヂアスターゼの糖化作!日を研究しfこるものなり。

使用せる澱明は弐の如くして精製せり。郎ち市販の澱粉 500gに針し 0.25%の苛性曹蓮溶液を約

31加へ.時々撹持し、 1鼓fミ匂:に曹達液/e事Iにして浸出する事扱問、充分可溶性物質を除去し、浸

出液が蛋白反膳を呈せざるに至らしむ。次で数同蒸溜水を以て洗機し、全く苛性l曹達ぞ残存せぎるに

至りたる後、酒精にて洗糠し、更にエーテ Jレにて数悶洗j捺したる後、室温にて乾燥したるものを試料

として用ひたり。

澱粉中の燐の定量にはイペルゼン(Iversen)氏の改良せるノ-{7 ンCNeumann')氏法に綴れり。此方

法を有機物中の微量の焼の定量hこは最も正確と認めfこるを以てなり。

アtローズとア tロペクチンとの分離法は種々あれども、木研充に於ては雨者に化撃的盤、化を越す

事なから しむる錦l二、化撃的方法或は酵素法ぞ避け、物理的方法を採り、大韓リンクー及びナンヂ雨氏

の凍結法に擁りたり。質験の結果ぞ総括すればそ大の如し。

1. 澱拐は著しくE及協性にして含有水分の定量に|探し、常座の下に加熱する場合には容易に最後の

水分ぞ除去する能はす。iti，空乾燥器を使Jf:Iし、器内の座カ約 2mmの下に 1000Ci二4時間以上保つ

事により初めて完全に脱水する事を得。気!j吃の澱防はかくの在日き方法に操る時は普通 18-20%の水

分る含有す。

2. 精製せる澱粉中の燐含有量は馬鈴薯澱粉は 0.u563%.玉勾黍澱拐は 0.00143%なり。之等の

{直はいづれも同一試料に就て約 10問の定量を行ひ、其結果を卒均したるものなり。玉濁黍澱傍中

に含有する燐量は馬鈴薯澱粉の夫に比し著しくjt'き事を認む。

3・ 馬鈴薯澱拐よりア tローズと.， tロペクチ ンぞ分離し、各の燐含有量を測定したるにアミロー
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ズは 0.0491% にして、"7tロペクチンは 0.0347%なる平均値を得ナこり。此結果より考ふる時は、ア

ミローズも亦ア tロぺクチンと同様に燐酸エステ)1-を形成するものの如し。

4. ァtローズ及びア tロペクチンに鈴するヂアスターゼク〉椀化f何日に就て研究したる結果によ

れば、雨者J共毛、萎茅ヂアスタ一ゼ、麹ヂアスタ一ゼ及ひび‘大萎ヂアスタ一ゼにより完玉全そに糖化す。従F衆終

アEロべクチンlはまデアスタ一ゼにより完杢に糖i化ヒする事なく所謂グレンツデデ、キストリンzを診E生七七す歩歩、と云
i拡まれfたこるも本E砂研研研Jf汗f光.

く昭和三午早陪田大雪撃Z懸用化穆科E卒手業;論命女女:、武富抄録〉

〔議義〕

人 J瓜ニ
m 系白

山氏
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巾
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工 勝士 小栗

20世紀ぞ迎へ工業的仁成功し而も偉大なる化製工業としての新使命をJiLへられしものに空中窒素

固定工業及人造絹緑工業の2あり 3 肥料の快亡は印ち食料の飢陸にして其Jl巴糾の快亡が数十年後に

迫れるが先世紀の終りより識者聞に間選となり之が化事界に異常なるセンゼーションぞ奥へて本l世

把の初め殆ど無量破iニ空気中に{.f.する空中窒素より窒素肥料・を遺るの研究が完成し之が工業的に賓

施せらる ~t二至って今日の空中窒素閤定工業がJ包り人類の食料問題の解決そ告けたり。人法絹締は

人類の生存問題に直接関係なきも入額枇舎に於て食料の飽満さへあれば棉て解決せるじは非?、食の

ラたには衣の問題の遮るや必せり。而も吾人の欲する衣は文明人としての情緒を満足するものならぎ

るべから?其鵡には少くも或程度の美 しさを備へざるべから歩。新る意味に於て人造絹締の出現は

現代文化に貢献する昆少なからすで。

従来繊維工業の重要原料と認められしものは忠弘 羊 芭、廊及天然絹絡の4なり。然るに最近に至り

では此外に入港絹綿を数へぎるを得ざるi二至れり。 人造絹絡の初て世に出でしは先位記の終りに扇

せしも其蛍時の製品は到底今日のものと比すべくもあらす'1:買額も亦不譲にして未だ安定なる工業と

しての資格ぞ備ふるに至らざりしなわ。今世紀に入りてより人造絹緑の研究及製造技術に長足の進

歩を港けて漸く賞展の緒に就き層"m'l大戦の初期に於てはl世界の竿産額26，000，000封度じ濯し、職雫終
了後は非常なる勢を以て培加し 1922年度i二於ては産額 80，000，000封皮V主主へ同年の天然絹綿の!世

界産額そ完全に凌駕するに至れり。今之を統計i二見るL二次の如し。

1914年 26，000.∞0封l史 19~2 年 79，738，000封皮

1918 35，000，000 ]923 97，000，000 

1919 40，000，000 1924 141，414，000 

1920 50，000，0ω l!l25 185，000，000(推定〉

1921 65，000，∞o 1926 245，000，0∞〈推定〉

猶之を他の重要繊維と比較すればきたの知!し。但じ数字は 1926年度の推定額なり〈輩位封度〕。
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綿 13，000，000，000 羊毛 2，900，000，000 腕 1，000，000，000

天然続総 86，000，000 人造絹務 245，000，000

図て 1921年度l二於ては人造絹緑の産額猫天然絹綿に及ばざりしも以後僅々 5年を経過せし1926年

じ於ては天然絹綿の約3倍・に達するの盛況なわ。乍併之を他の重要繊維と比較せば相蛍の遜色ある

も今後品質の改良と相侠って産額は盆々精加の一路ぞ辿らん。

次に各国別に人絹の産額を記せば弐の如し〈帝国人造絹鯨株式舎枇調査車位封度〉。

1924 1925 1924 1925 

米 図 40，500，000 52，700，000 日 本 1，300，000 3，200，000 

伊 図 13，000，000 25，500，000 旬~~別 2，250，000 2，500，000 

笑 図 17，000，000 21，500，000 奥太草1J 1，880，000 2，000，000 

務 図 15，000，000 17，000，000 チエツ:>^ 1，010，000 1，600，000 
ロバキア

傍 関 8，750，000 14，000，000 波 関 1，200，000 1，350，000 

自 I手議 7，000，000 。，000，000 間班長F 210，000 300，000 

和 部i 3，500，000 7，000，000 合 計 115，600，000 163，650，000 

耳市 西 3，000，000 6，000，000 

近代工業じして人絹工業程念漣なる~肢をな したるもの他に其例を求め難し。上表に因て伊太利、

-oIl蘭西、瑞西及日本l二於ける斯業の護展の如何に念なるかを知るじ足らん3

人選絹線工業の沿革

天然絹赫はフィプロ 4ンなるプロテ 4ンを主成分とするものにして古来最も貴重なる繊維原料と

認められしは人の周く知る底にして其特徴を要約すれば光躍の勝れたること、織かにじて目方のあ

ること、繊維の強くしてむらのなきこと、及繊維の長きこ と等なり。 此外生産に多大の持カを要し気

候及風土k二制限あり且産額の比較的少き事もZJl'之を貴重ならしむる副固となれり。

人造絹締~明の動機はi占l より 貴重なる天然絹締を人工的iこ遁らんとせしにありしは云ふ迄もなくー

之に闘する最初の考察は RobertHooke氏(1665)じ因て行lまれたり。同氏は透明なる腰'nJ伐の物質

よわ天然絹綿に類似せるものを得らるべしと考へたるが如し。其後寒暖計を造りて名を残せしReau-

mur氏が 1734年震の動物率的研究を試み其口より絡を吐く現象を観察し空気に鮪れτ凝闘して締
となる粘液を得ば人工的に締を造り得べしとなし漆樹の液i-I-を使用 して研究を重ねたるも賀行困難

にして港l二不成功に終はれり。

ー其後 1850年i二Bronfal1t氏が硝子ぞ原料として訓練ぞ遁り硝子絹締と名けたり。之は線其物が

硝子なる故著しき光海を有し美しき特徴を有すれども質脆弱なる錦婦人の夜曾服を遣れりと云ぷ、記

録あるも岡より質}日l二週せざりしゃ論なし。

之ーより少しく両日濁人 Schonbein氏(1845)が綿を耐酸にて鹿理じて初て硝酸繊維素を遣れわ。其後

10年を経て瑞西の Al1demars氏が桑の樹氏ぞ精製漂白 し之に硝酸を作用せしめて硝酸繊維素とし酒

精エーテルl二溶かし更に護諜を加へ?こる粘液より極て原始的なる方法iこ囚て蘇を造れり。更に其後

英関人 Swan氏は硝酸織維素より稀を造り之を焼いて電球の炭素線を造る研3Eを聾表すると突に硝

酸繊維素より造りし;締は織物原料となりiSること是認め此時より人這絹綿なる名鰐を生するiこ至れ
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り。

之と略時を同 じくして傍固に Chardonnet 氏ありて人語絹綿の製造研究に従事し濯に工業的に製

語を行ひ初て人遁縞赫を商品化す?るに至れり。同氏は従前の研究者じ快けたる機械的智識並に経調

的手腕に富めるものから研究を質際化する上に幾多の使盆あり しものならん。同氏の方法は耐酸繊

維素を酒精£ーテルに溶解し?こる溶液を口径 1，0-1，3mmの毛細管より射出し溶媒を集散せ しめて

瀞 と なすものにて其製品を曾~ 1889年巴里に聞かれし大博覧舎に出品して多大の賞賛ぞ拍せりo

まに同氏は資本金6，000，000フランの株式曾祉を創立して人絹の製造を行ひしも此赫を化接的に観れ

ば硝酸繊維素に外なら?して綿火薬の原料なる硝化綿l二甚t:近く引火匙低く燃農性を有オるの快鈷

あり錦i二販路の開拓に支障を)jEjこし一時工揚を閉鎖するの悲況に陥れり。其後苦心の結果綿となせ

る硝酸繊維素より硝酸基を除くことに成功 して燃』鹿性を低減せしむる事をiliて製品の販路も漸く聞

くるに至れり。

其同I1859年 Schweger氏が酸化銅アムモニア溶液に繊維素の溶解する特性伝費見せり。 1890年

俳人 Despeisis氏は此性質ぞ利用して繊維素より人造絹綿の製遺伝企てたり。其後{也の人々に依りて

其研究が櫨績され建に工業的に成功し濁泡のグランツシュト ッフ曾祉に依て製造が開始され所謂酸偽

銅アムモニア人造絹綿と して市場に現(まる Lに至れり。新法にi慮ればシヤルドンネー法よりも製造

原慣低簾なる鶴一時大l二流行を見fこり。

また 1891年英理の繊維素化準の大家 Cross及 Bevan氏並に Beadle氏等に因てグィスコースが護

見され之に闘する特許は 1892ff-に符ーられたり。グ4スコース!t.後漣の如く繊維素をアルカリ及 CS2

l二て鹿理しi専られる物質の溶液にして之を酸又は盟溶液中に射出する時は凝閤する性を有するより

之を利用して工業的製品を得んと研充舎な しつ ゐある時 SamuelCourtald曾祉の注目する 昆となり

聞社は Cross及 Bevan氏ぞ顧問に招牌して人道絹綜の研究に従事し化接的改良の外に機械的の改良

考案i二苦心せる結果グィスコース人造絹綿を工業的に製造し得るl二至れり。 之に因る時は従来の方

法に比し生産費が最も低廉なるより急速に蛮達して他の製法を大に歴迫するに至り1920年頃に於て

は人這絹綿の大部分はグィス 4コース法に操る程優勢の地位を占むるに至れり。

更に之等の外に酷酸繊維素人造絹綿あり。酷酸繊維素は夙に濁逸にて盤見せられしが1910ー1913

年の交瑞西に於て Camille及 Dreyfus氏は小規模に酷酸繊維素人芯絹綿の製造を行ひしが欧d'l'1大戦

の開始と共に同氏等は英国に招かれて飛行機塗料として酷酸繊維素の製造に従事せり。 ~l火宇終了後

同氏等の興味は再び人造絹綿の製造に向ひ其結果プリチッシ、セラニース曾祉の創立となり、1918il'-

頃セラエース(酷酸繊維素人造絹綿3は商品と して市場l二現はる るに至れり。

現在製造せられつ Lある人造絹綿は上述の 4種なるか其等に因る製造の割合を表示すれば次の知

し。

1909年 1924年

百宵i9繊維素法 48 % 7，8 % 

般化銅アムモーア波 :16 % 1，4 % 

.Jp'" ~ ;;r.. ::Jース法 16 ':" 88，0 % 
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酷l!it繊維素法 2，8 % 

人遺絹線製造の理論

人造絹締の製造法は上述の如く種々あり。今其等に共通なる理論を述ぺんにくわ繊維素の凝集韓

なる固積繊維のコロ 4ド但:そ利用し遁笛なる溶媒ぞ使用しτコロ 4ド溶液を造り (2)突l二コロ"，，+ 

溶液を凝|司せしむるものにて溶媒中i二散筒Lせる繊維素粒子を連綾的に凝集せしめて締となすものな

り。従て新る方・法i二因て優良なる瀞を這らんが鼠i二は上記めコロ 4ド化事的霊化をして均一じ且完

全じ行はしむるを要す。更l二詳しく云へば溶液の調製に蛍りては織錐素の散凱ぞ均一に且最高度に

行はしめ、凝固に際しては繊維素分子の機械的結合ぞ最も繊宮じ.H-均一じ行はしむるを要す。

新ゐコロイド化運善的襲化を行はしめんが震には輩なる物理的鹿理のみじては容易l二其目的を濯す

る能はざる島にして化撃的方法じ減らざる可からす。而も其方法fこる繊維素に化接的鐙質を来たし

且葉コロ 4ド性を損するものは極力問避せぎる可からざるは常然なり。次には各論的に各種の製造

理論に就て略述せんとす。

1. 硝酸織維素法 線或l主化著書パルプを硝酸硫酸より成る ilt酸中l二浸潰して硝化作用を行ふ。綾

維素分子は如何なる分子式ぞ有するや今猶明かならぎれども其賓験式の C6H1005 なるは己じ確定せ

り。因て此式ぞ恰も分子式なるかじ考へて説明を進めん。然る時は硝化作用l二因て次の反感を惹起

す。
/OI-I HNOa 

CuI-IP2ーOI-I+ I-INOa=Cr.I-I702 -(N03h + 3I-Ip 
¥OI-I I-INOa 

繊維素分子中の3の OH基の置換作用は同時に行はる Lものに非ぎるぞ以て混酸島理の{条件ぞ遁宜

l二調節する事i二因て置換の程度を任意i二盛夏し得べく置換度の高きものが窒素分を 12，5%以上含有

する綿火薬にして置換度の之に弐ぐものがコロデ才ン・コットンiこして 11，3-12，5%の窒素分を含

有す。

人絹の製蓮i二於ては先づコロヂオン・コットンぞ走り之を煮沸洗畿に因りて善く精製せ名後エーテ

Jレ40%酒精60%の酒精エーテルに溶解せしめて掘過加温して紡締液とし硝子製の毛細管より射出

しτ赫となす。紡締法に種々あり操式と隠するは冷水中i二射出して溶媒ぞ除去するもの乾式と稽す

るは加温集中じ射出しτ溶媒ぞ除去する方法ーなわ。斯くして織赫蹴ぞ奥へて得fこるものは光津ある
美しきものなれども化接的質賀に於ては依然たる硝酸繊維素に過ぎ'-t-して極て燃焼性に富み或場合

iこは自然蛍火をすら惹起するの危険あり。合ては此佳商品として市揚i二途りfこることあれども燃焼

牲を低下せしめざる限り今日に於ては商品となすを得す。燃焼性を低下するの工夫として或る薬剤

t.e紡赫液中l二混じ置き其が自撚i二続中iこ混入せしむる方法を考へfこる事ありしも成功せ今現在:J刊ひ

られつおあるは硝酸繊維素中の硝酸基そ取除く所講脱硝法、換言すれば硝化作用の逆反感を行はしむ

る方法じて硝酸繊維素ぞう欠の如く加水分解して繊維素を再生せしむるにあり。

CGI-I1O-n05-n(NOa)n + nI-I20 =CnH1005 + nI-INOa 

此加水分解には酸又はアルカリを利用するそ得ホ・還元性の種類が利用せらる。蓋し酸又はアルカリ

を使用する時は加水分解の外に繊維素の分解ぞ超し可溶性の物質を生じ締力崩壊を来たす恐れあれ
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ばなり。此脆硝燥作は一度締となし遁活に巷取りたる後又は梓とせる後1:行~'b

II 酸化伺アムモニア法前述の如く繊維素が酸化銅アムモユア溶液じ溶解する牲を利用するも

のにして先づ酸化銅アムモニア溶液ぞ造り之じ繊維素や溶解するか或は繊維棄の所在l二於て酸化銅

アムモユア溶液や調製して直に前者ぞ溶解するにあり。酸化銅アムモニア溶液に識維素が溶解する

有様を額徴鏡下i二観察する時は頗る特異の現象や認むるものにして綿の繊維素を使用する揚合に於

τは繊維のB是々 i二括れを生じ括れと括れとの聞が次第lこ膨脹して迭に球献となり全謹が聯珠賦とな

る。夏l二進めば其球は破裂して繊維は壊かれて粒子となりて溶媒中に散凱すべし。此散慨は徐々に

行はる‘もの故散筒Lの度を均一ならしむるには機械的の鹿理ぞ必要とす。

此溶解機僚に就ては多数の設あり。最近 Nea!e氏の説〈鹿によれば弱強なる繊維素は盟基なる酸

化銅アムモニアと化合して次の如き盟を造り夏iこ後者は電解して4才ンぞ生今ると云ふ。

(CGHgOo)n 
(CGH1Po)n + nCll(Nl拍 (OH)zー→[Cll(N叫)ふ(OH)n +nHρ 
(C6H90G)。一一」

[Cll(NHa)4]n (OH)n 平二二 n[Cll(NH山]+++n(OII)ー+n(CGHρ':;)一

新くして得られたる紡鯨波には夏に葡萄糖そ附加して安定ならしめ?こる後}ìîl~の如き紡締を行ひ

更に凝固浴中t.e遁過せしめて綜となすb凝固浴としτは酸又はアルカリ溶液を使用し得るも酸を用
ふる時は概して絡は不透明l脆弱となり商品として喜ばれす。因てアルカリ溶液ぞ使用するが一般に

てアルカリとしては苛性曹達の 30%溶液を用ひ夏i二之に葡萄植を添加す。葡萄糖はアルカリ凝固

溶中に溶解する青色銅を還元して赤色銅たらしめ震に浴は潤濁を来fこし赤色ぞ呈するt二至り青色ぞ

有する綜の識別を容易ならしむる使あるのみなら今葡萄慣の震に浴の法活歴ぞ士宮し1悼の藤岡速度を

大ならしむる利盆あり。凝固浴の温度も(ff重要なる因子にして普通 20-60
0
C の範囲』こ於て用ひら

れ其範囲l二於ける温度の選揮は目的とする赫の太さ箕他l二因て定む。

wrの如き操作を経で~~t られし綜は青色銅を含有する震に音色を呈するを以て脆銅の操作ぞ施すを

要す。脱銅法としては締を稀滞なる硫酸中谷潜らせて銅を溶解し去るものじて脱銅後は水洗して+

Jレセーユ石鹸にて鹿理し夏l二蟻酸浴に漬け後乾燥す。

IlI.グ4 スコース法化串パルプ又は綿の繊維素を 17.5-18~るの苛性曹達溶液に浸演してアルカ

リ繊維素となし絞りて過剰アルカリを除去し繊維素に針して2倍量のアルカリ溶液を保有せしめ密

閉器中じ移して 20-25
0

C1二於て熟成作用を港けしむ。熱波作用の異相は猶充分間明せられざるも

空気の存在に於て之を行ふ時は空気中の炭酸瓦斯によりてアルカリの中和ぞ来fこし繊維素ナトリク

ムアルコーレートの分解ぞ惹起するのみならすき空気中の酸素はアルカリの存在じ於てアルカリ繊維

素t二働き繊維素分子を酸化せしめ分子の崩壊を来たす。因て可及的空気の存在せざる揚所に於て熟

成を行はしめざる可から?。然るにグィスコース製造の賓際に徴するに常に空気の存在に於て之を

行ひつ おあり。斯くして符らる Lデ4スコースは其粘度小じして紡締操作そ容易なら しむる一面の

利盆あるも之より得らる L締lま脆弱となる娘鈷あり。図て理論上より見τ空気の存在i二於て熟成を

謹けしむるは遁賞なら今、唯富際家は紡緋操作を容易ならしむる馬じ粘度の低下そ望むの餓り敢て不

合理の熟成操作をなしつ Lあ忍観あり。
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さて熟成の終はれるアルカリ繊維素には二硫化炭素を加へ善ぐ担って繊維素キサントグン酸曹遣

や生ぜじめ.之t.e71<或は稀薄苛性曹達溶液に溶解せしめグ4スコースを造り夏に?を閉器に移し熟成を

行ふ。之等の化事的費化を式示すれは次の如し3

/OC6H904 
C6H1005 + NaOH + CS2=C~ごS +HP 

¥SNa 

く繊維素キサントゲシ般曹達〉

/OC6Hg04 /O(C6Hg04hOH /OH 
4CFS + 2H.O==，2C年 S +2C年 当
¥5Na¥SNa¥5N:t 

/O(C6H904)20日 /O(C6H904)4(OH)3 ノOH
2C~5 +H.，O=C三=5 + Cι=5 
¥5Na “ ¥SNa¥5Na 

ノOH
C手=5 =NaOH + C52 
¥5Na 

2C52 + 4NaOH=Na2C03 + Na2C53 + H25 + HP  

Na.C53 + 3Hp=Na2C03 + 3H2S 

(a) 

(o) 

(d) 

(e) 

ぴj

但し方程式〈α〉は繊維素よりアルカリ繊維素ぞ経て繊維素キサントグン酸曹達の生成を同時に表lま

したるものじして上記の繊維素キサントグン酸曹達の式に劉じては異説を唱ふる撃者もあれども今

は之に従ひ置かん。くり以下びJ迄の方程式はグィスコース熟成中に起る反感を示したるものなれど

も熟成に於ける主要反感は固よりくの及(c)なり。又一面より観察すれば繊維素キサントグン酸曹達

はコロ 4ド性の物質にしてグ4スコースはコロ 4ド溶液なり。因てグィスコースの熟成中には上記化

製反臆と共じコロ 4ド化墜的変化を伴ふものと云ひ得べし。繊維素キサントグン酸曹達分子中のキ

サントグン酸基は水じ可溶性なれども繊維素レジデューは不容解性なる:a以て(の及くのに示したるが
如く分子中に繊維素レジダューが増加するに従って溶解性を減じ粘!主をI曾す。因て熟成が過度に進む

11寺はグィスコースは甚t:しく粘度々噌し紡赫操作が困難となるのみなら?紛赫後の締の組織が不均質

となる恐れあり叉未熟なる熟成に於ては位子の散胤不完全にして凝同性低く順調なる紡綜そ行ひ得

られ歩-赫質も脆弱となる。従て熟成は遁度に止むるぞ要し遁賞なる度は粘度の愛化と 凝固要事iの用量

とにて定む。

次に熟成グィスコースを取りて細孔より射出せしめ酸及盟を主成分とする凝岡浴に入らしむ。凝

闘i谷の成分は一定せざれども普通硫酸に硫酸ナトリヲム其他の盟を附加し更に葡萄糖を添加せるも

のが用ひらる。グィスコースが締欣となりて援国浴中に入る時は盟析作用の鋳i二表面居にある散笛L

質は回りて皮膜を形成し更に葡萄糖の埠港歴が奥って凝固せる締は更に硬化し牧縮す。猫at聞に起

る化製慶化を示せば突の如し。

/OC6H9u4 
c←S + H2Su4=NaHSu4 + C52 + CGH100:; 
¥5Na' (再生織維素〉

/u(C6HgU4)4(OH)3 
C壬=5 + H2S04=NaH504 + C52 + 4C(;H1005 
¥5Na (再生側量素〉
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猫酸はず4スコース中のアルカリを中和するの役目をなす。

凝固浴を潜りfこる締は遁首に巻き換ヘ撚り等の機械的島理をなすものなるが斯くして得らるゐも

めは有離の硫黄等を含有して黄褐色を呈し且光j事なきを以て硫化加里の如き築脅iを用ひて脱硫し更

じ盟素漂白に附し洗機乾燥等の後鹿理会行ふ。

lV 酷酸繊維素法 上記3種の人絹は何れも繊維素より成るものなるが之そ織物原料としての立

場より見る時は;j(¥こ濡れた揚合に著しく強さ令減すもる快型iを有す。これあるが協に俗従属的織物原

料たる地位を脱せす利用範囲i二制限の存する有様なり。若し此製ja満足に解決し得ば非常なる成功
と云ふを得べし。然らば水に濡れた時強さを減ぜざら しむる鵠に如何にすべきかと云ふに先づ第一

t二考へらるゐは人遺絹綿製造の際可及的に繊維J/;分子の化製的分解を防止すること及結締の際繊維

素分子の配J刊を規則的に且緊密ならしむるじあり。第二の考案としては緑の表面ぞ耐水性の物質を

以て被覆するにあり。乍併第一案佐賀現することは頗る困難なるJI犬態にあり うL第二案の如きは貰現

し得fことするも紛の染色性叉は伸長!生ごと害する恐れあるを以て賓i際上の感IIIに難f1ijあり。

新の如く繊維素人造絹締の耐水性に乏しき原因は繊維素の盤質及分子の不況則的配列に存すれど

も更に紛って他の原因を探究するに繊維素に従属する本質的の原因の存するを知る。~/lち繊維素分

子は OH基を有し其 OH基の存;(1:が吸水の最初の因をなすものと認めらる。従て OH基を他の基

に図て置換すゐを得ば本質的の原因は除去するを得ん。新る見地より酷酸繊維業を見る時は之は繊

維素中の OH基を OCH3CO基にて置換せるものなるを以て之より成る人造絹締は繊維素人造絹綿よ

りも耐水性に於て勝れたるものなるを容易に想像し得べし。克も現在酷酸繊維ぶより遣れる人道絹

締は OH基の全部そ OCH3CO基にて置換せるものには非歩且又繊維素にも或程度の愛質在来せる

そ以て耐水性も完全なるものと云ふを得ざれども慨して織金素人道絹締に比して勝れり。

酷酸繊維素の原料としては綿或は精製木材パルプが使用せられ、之を無水酪酸にて島理するものな

るが反感令容易ならしむべく鮪媒が利用せらる。鮪~としては硫酸或は盤化ilE鉛を以て最も普通と

す。斯くして失の反感を窓超す。

C6HP2(OI-I)3 + 3(OI-I3CO)20 .=C6HP2(OCI-IぷOh+ :lCH:¥COOH 
く三.蛾酸繊維素〉

乍併人造絹綿製造に利用せらる L酷酸繊維素は此式に示したる如き 3個の酷l唆11:;ぞ有するものなら

すしτ夫れよりもエステル化度の低き二酷酸繊維素 (C6Hs03(OCH3CO)ρ に近き組成を有するものな

り。されども酷捜基の含量は製品によりて必歩しも一定せるものには非?。

例へば西il酸繊維素人造絹綿として著名なるセラニース及ラストロンの雨者ぞ比較するに後者は前

者よりも可なり酷惣基の割合多し。而して目的とする酷酸化度のものを得るには上記方程式の如〈

一旦三酷酸繊維素を走り夏り加水分解を行はしめて所要の酷酸化度のものとなす。何故に三酷酸繊

維素が人造絹綿の製造に利用せられすさして二酷酸繊維素に近きものが朋ひらる Lかと云ふに畢寛溶

媒iこ針する性質i二因るものと考へざるを得歩。三酷酸繊維素は難溶性の物質なれども唯クロ、ホル

ムには可溶性なり。其一部分が加水分解せる第二次のプロダクトはクロ、ホルムに釣する溶解性そ

減じアセトンiこ可溶性となる。而して加水分解の度が準むに従て謹にクロ、ホルムに不溶性となり、
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それと平行的にアセトンに到する溶.停I~:を増す。図て三酷酸繊維素を完全に溶解する他の安置にし

て取扱ひ易き溶媒の護見せられざる限り此物は人造絹綜製造に不適雷なりと断ぜぎるを得す-。

酷酸繊維素人造絹緑の劫綜液に就ては公表せられしもの少く果して賓際に如何なる組成のものが

使用せられつ Lありや明瞭じするを得?。恐らくセラニースの製造l二於てはアセトンを主成分とす

るものが利川されラストロン製造に於ては四種化エタンを含む溶液が酷酸繊維素の溶煤として用ひ

らる LものL如し。溶液よりの抗。綜lこ就きでは 20)方法ありラストロン仁於ては紡締液中じ射出せ

しむる所謂様式法ぞ採用しセ ラニースは乾燥気中に射-出せしむる乾式法に掠れり。

前速の如く酪酸繊維素人造絹綿は他の人道絹綜に比して耐71<'1生に於て優り、其光津天然絹締に最も

~<旦紫外線を通過するを以τ最も衛生的なりと鰐せらる L 等他の人遁絹綜lこ比べて幾多の長所が

存ずらじ3'TJもす斯法の設展の遅々たるの観あるは蓋し:製法の比較的困難なると要する溶媒の不簾な

る鋳ほ らん。今後之等-の鼎iが除かる~\二至らば酷酸繊維素人道絹持、の護展は恐らく他の追随を許さ

Vるべし。

主業的l二製造せられつ Lある人道絹赫は上記の4種にしτ其等の化接的木質が何物なるかは己に

設ける鹿L二|司て明かなり。人造絹級研究の最初の目的は天然絹赫の模遣や目標とじて生れしが現在

に於τは外観的に天然絹締i二類似せるじ止まり其化墜的本質に至つては全く濁立せる別個の織物原
ー料として琵注を見たり。従τ等しく人這と云ふも人造藍の揚合とは少しく其趣そ異』二せるものにし

て人這絹紳なる名稽の遁雷ならざるを知る。弦に於て一部の人々に因て合成繊維叉は人造繊維なる

名が提出せ られつ込ある有様なり。米固に於ては人謹絹綿と認めらゐ L総ての繊維l二Rayonなる名

嬬が一般に行lまれ我聞に於ても之が用ひられんかの傾向あれども米闘にては之じでは工業均意味を

含~-rと の非難存せり。

突に 4根の人造絹締に就て製造原慣を比較するに酷酸繊維素絹続最も高〈耐酸繊維素絹綿之に突

き九夏h二酸化銅アムモニ 7絹綿の順序lこしてグ4スコース絹続最も安し。而じて酷酸繊維素絹綜の原

慣はずィスコース絹綿の約21剖二宮ると云ふ。

これ迄試駿的に遣られ或は研究せられしものに各種の蛋白質を原料 とする人造絹綜あり。例へば

ゼラチ ン年ii紙、 カゼ4ン絹緑、フ 4プロ ン絹赫又は天然絹綜の屑を原料とするものゐ如き夫れなり。

之等諸車ii綜の十1・買が現在の人造絹締i二比し港に優越するとするも 其原料供給の上i二於て工業的成立

の見込乏し。 ~)~や其性質に於て完全ならざるじ於てをや。

人遁絹線並に其性質反箕将家

人遺品n締の切断面令見るに製法の如何に囚て其形航を異にすれども慨して不規則的にして凹凸に
富み天黙約締の如く図形なら歩。凹凸の度は赫の太き程甚だしく一般に細くがi出せらる L酸化銅ア

ムモニ ア車両神{まi菌みを有す。切断稲の複雑にして扇卒肢をなすもの程織物としての被覆カ大なりと

云はる。

人遺品目新iの繊度lまデニールを以て表はす。 1TニーJレと稽するは長さ 9000mにして其重量 19の
んのを云ふ。従て100デニーJレの絹締は長さ 9000rr¥ ~二して 100gの重量を有するものなり。製品
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となれる人造絹綿は多数の草繊締金集束して一本の締となすものにして例丹、ば紡締口に 30 個の孔~ .

有するノ ッズルを用ひ劫縛すれば織締30本より成る赫が得らる。軍織締そ細くして合締数ぞ増す程

赫lま細くなり天然絹綿に類するものとなろ。天然絹綿の軍織締lま凡そ1.5デニールなるが人遁絹絡

の初期に於ては軍織赫のグニーJレ10程度のものなりしも今日に於ては技術の進歩l二因て天然筒綜よ

りも更にデニールの小なるものが得らる Lに至れり。現今我固に於て建られつ Lある人造絹綿は 75

-1200 :;=.エー)1-の範囲にして其合綜敏は 16-200の閉じあるが如し。

人造絹締の性質を遁ぶるに先ちて其盟主品に就て一言せんに普通は上連の如く軍織締を集束して綜

となすi二あれども特殊の用途に向つては特殊の製品が這られつゐあり。今獣例iこ就て記さん。

1. リボ‘ンストロク リボンストロク (Ribbonstraw)と稀するはリ示、ン型扇卒肢のものじして紡

赫口に扇卒なる矩形の口金ぞ使用せるものにして我聞に於ては伶=園人造絹綜曾枇米津工揚に於て製

遺せり。

2. 人遁羊毛.人這絹締をして羊毛代用品fこらしめんとして考案せられたるものじてず4 ストラ

(Vis回〉と稽せらる Lは其一例なり。製法に種々の特誹あれども要するi二繊度細く撚ぞ加へす極て柔

軟にして羊毛叉は棉花と混合紡績するが一般なり。

3. 中空絹綿入港絹鯨は普週中空ならざれども若し繊維に管航を輿へ得ば軽くして保温性ぞ有

し被覆力大なるものとなる。中空絹綿は新る意味に於て生れたるものにして中空となすじ多数の提

案あり。セルタ (Celta)ルフトザ4デくLufbseide)の如きは其例なり。

之等の外網服、含気泡叉は馬毛代用等の人道絹綜あり。更にグィスコースより得らるゐセロファン

の如きあれrも之は人造絹綿の範閣外なり。

現夜の人遁絹締は之を天然絹締に比較するに猫幾多の遜色あることを否定する能はす。 tt光揮の

如き金麗性を帯び天然絹綜の如く温雅ならざる快貼あり。粗製品は多少の程度に於て若色せるが知

し。例へばグィスコース絹綿は輪、黄褐色を呈し酸化銅アンモニア絹綿は青色を椴ぶ。精製漂白金経fこ

るものは白色を有するも精製漂白の遁首ならざるものは僅に組製締の色を保留せり。入超絹綿は本

来絹鳴りを有せざるも最近の研究に於て成程.度の絹鳴りを 附し得ると云ふ。其他感鮪の如き天然絹

赫に比すれば幾分粗なりと稽せらる 3 人造絹締の尾大快"ilま71<に針して弱きことl二して吸犠牲は天

撚絹綿に針して大なるを普通とす。天然絹締法水中に於て膨脹を来たすことなきも人遺絹綜は水ぞ

吸牧して膨脹し強さぞ減歩。人造絹緑製造業者の最大なる苦痛も此匙に存し7l<¥二濡れfこる時ijfilさ及

揮性を減ぜす且均ーの染色相:ぞ有するものぞ得んと鋭意努力を梯ひっ Lあり其努力も或程度に於て

酬ひられつゐありt錐も猫禾t:完全なるものを得るの域に建せ歩。

きたに入選絹締の特徴~基幹ぐれば天然縞綜の如く強漂白剤に因て黄色i二慶することなく、繊維の長き

こと及i資額の壁動少きことなり。天然絹締の如き或は棉花の如き其製産に於て自然力l二支配せらる

Lこと多舎を以て償額の鐙動常なく而も重量動の値巾は人這縞綜に比し遁i二大なりつ

人遁絹綿の勝来に就ては生締を犠出品の大宗と仰ける我国人の聞に種々の観察行はれつ Lあり。

卸も人這絹綜は天然絹締の代用品ならす干して全く濁立せる織物原料なるを以て天然絹綿の消費は乏
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i二国て煩はさる為事なしと云ふ説、人這絹締の護謹は却て天然絹綿の需要を喚起すべしと云ふ読及

人造絹赫は今後産e改良せられ天然絹綿は之に騒逐歴倒せらるぺしと云ふ設なり。翻て人這絹締ぞ

見るl二天然絹綿iこ比し上漣の快匙存するも此紙粘は今日の人造絹締の快勘に して将来のそれには非

ざるべし3 現在の人造絹絡は研究の途上に在る未完成の製品に して 今後前究改良の除地少なから今

而も改良は着々行はれつ込あるものiこしτ過渡期に於ける今日に於てすら天然絹綿との識別は頗る
困難なるJ¥犬:習にあり、比較的支慣なる各種の絹織物中に殆ど人遁絹綿の混用を見ぎるなぎの有様な

り。人法絹締は巳に濁立的の織物原料の地位iこ濯せしとは云ひながら猫其資格充分なら今してt晶、

綿、毛の混交繊維として従底的地位に在るも今後其地位を脆し主際料としての地歩を占むるじ至ら

ば天然絹綿其他の受くべき4脅威は蓋し些少な らざるべし。

英国じて著名なる入港絹綿業者ハ Jレマン氏は本年2月6日の7，ナンシアル・タ4ムス紙上に於て

人遺絹訴の勝来在日命じ次の如き数字を護表せり。

1寄5艇の繊維需用数量縁想(翠位 1000頓〉

年 格花 学毛UJl:i銭前〉 生糸 人総

1926 5，000 2，000 37 110 

1930 5.000 2，000 20 250 

1935 4，000 2，000 10 2，500 

1940 3，000 2，000 。 5，000 

我圏に於ける人這絹総工業

人造絹締工業は~時有利なる工業と認めらる L に至り既設曾祉は全力を星雲けて蹟張に従事すると

共に新設曾祉は睦~接して現はる 誌 に至れり。大正 15 年に於ける関税改正に於ても wr業iニ宝:tする保

護奨励の意味に於て 100}子 87 ，90 図より 125 固に引上けらる~¥二至れり。顕れば大正2in二市11戸鈴
木商庇後援の下に米津市に東工業株式曾祉のグィスコース法に図る 人造絹締工場が設立せられし蛍

時は入港絹綿の11年~~は疑問視せられ殆ど一顧をだに1Jil:へられざる有憾なりき。

其後欧ml開戦後の大正 5-6~r:頃所謂臨時好況時代に 1仕上の好景気に刺哉され次の数祉が創立せ

られたり。

日本入港絹続放式合祉

関合名舎l祉

東洋人造絹滋株式合枇

富士人造絹車車株式含枇

磁化鍋アンモ=ア法

関

問

問

旭入港絹線級式合従 グイス コース波

以上 6iid:の中酸化銅アンモニア法に綴る 4刷.は種々の困難に遁過して富士人造絹綜舎祉は解散し

岡合名、東i芋人造絹綿及日本人造絹鯨の8枇は合併して三重人遁絹統合市上となる と共t二製法をグィ ス

コース法に改むるに歪れり。猫東工業会祉は完全に鈴木商底の手中じ錫し帝国人造絹綿曾祉となり

旭人造絹綿曾枇は日本綿花曾J祉の後援ぞ得て旭絹織金祉と改稽せり。

まに其頃人造絹締工業曾市士、中島人造絹赫製造所、桐生人造絹赫製造曾祉、小田人造絹締製造折、

東京人這絹綜製造所等何れもず4 スコース法を採用じて起り しも製造規模小にして成功するに至ら
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すき唯東京人遁絹綿のみは組織を改めて東京人道絹綿舎祉となりて今日に及ペり。然るl二大正 12年の

震災を期としτ人這絹赫は漸くi農業家の注目する島となり人遁絹締の圏内需用ぞl喚起し斯業は大に

輩展の機運に向ふと共に人這絹締工業は大紡績曾祉の手に因りてグィスコースぞ基礎とし績々計事j

せらるるに至れり。今現肢を表示すれば次の如し。但し日産能力は昭和 3年末に於ける珍想に して

鍛字はダイヤモンド壮麗行経漕記事の基健智識に因る。

言士 名 公補資本〈翠位 1000岡〉工揚 能力 〈日産単位封皮〉

2，700 

帝国人造絹統合社 21，000 鹿島 7，500 

岩園 17，000 

旭縞織合員土 8，000 
15，000 

延岡〈建設中〉 12，OOO(~限定〉

三重人造絹総合j位 ]，000 w: 2，200 

東京人造絹総含孟t 10，000 吉原〈静l問!際〉 2，500 

日本レーヨン曾剥: J5，000 字?古 11，000 

昭和レーヨン含枇 12，000 竪図 8，800 

倉敷縞織曾社 JO，OOO 倉敷 3，300 

東洋レーヨン舎前士 10，000 石 ul 6，600 

人造絹統工業合枇 川 越 50 

日本毛織含量士 名古屋 2，200 

最後に我固に於ける人道絹称の生産及消費量を示せば次の如し。

年 生産高 消費 高 4三 生産高 消費高

大正 7年 10(1，000封皮 170，086 。 200，000 264.805 

8 140，000 185，716 10 150，000 282，739 

11 250，000 4698，142 14 3，000，000 3，8 1 6，OG9 

12 580，000 1，581，609 15 5，100，000 7，990，000(推定〉

13 ]，035，000 1，910，572 

以て大正 12年ぞ期として需用の如何に念劇に増加しつ』あるかを知るに足らん3

I隣近 の澱粉化*

工撃士武 富 昇

澱籾lま非結晶性の化合物であって、7J<.及び其他の溶剤に溶解し難く、之を何等カ、の方法に因って溶

液とすればコロ 4ド溶液を形成する。其鼠他のー般有機化合物に比し研究が困難であって、従来澱拐

の化撃は甚花漠然大るもので・あった。然るに親近リンク¥ナンデ、プリンスハ4ム、ずスフク、カー

νJレ、アーグィン等の諸氏及び之等の共同研究者に依って著しき準歩を見るに至ったので、主として

之等の人々の多数の研究報文或は著書l二操って其大要を述べむとするものである。

1. 澱粉粒の成分

精製せる澱粉は純白の粉末で、之を頼微鏡下に競る時iま植物の種類により形;伏及び大きをー異にす
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る位を認むる事が出来ろ 3 此位がTRーの物質であるか否かに就ては、従来多数の設があるが、現在に

於ては草ーの化合物ではなく、大韓二種の物質郎ちア tローズとア Eロペクチンから成立って居る

事が一般に信ぜられて居る。而して澱粉位の外居を構成するものがア Eロペクチンで、内部i二存在す

るものがア tローズであると従来!t;ぜられてゐfこが、最近リンク'及びナンヂ雨氏(Lingand Nanji. 

メ品C.Chem. lnd.. 1927. 280T) は澱粉位ぞ 2μ以下の厚さに切断し、之を大要ダアスターゼにて鹿理

しすこる後、額微鏡;え蹴に因って澱粉E立はア tローズとア tロペクチンが交代に唐をなして居る事ぞ

護見し、同氏等は 7t 11ペクチンは澱粉位を植物惜の種々の部分に含まれてゐる移韓ヂアスターゼの

作用から保護する役目ぞ有するものならむと述べてゐる。

アtロース1ま*に溶けてコロイド溶液を形成し、限外顕微鏡によれば其微粒子令認むる事が出来

る。此微位子は勿論澱粉の分子ではなく分子の集合せるものである。沃度によ り純青色に著色し、沈

澱を生i"る事なく、大要ヂアスターゼ及び萎芽デアスターゼにより完全に糖化して要芽糖となる。

澱陽性より分離せるア tロぺクチンは額微鏡下iこ視る時は誕収の物質であって、此物は*と煮沸す

るも容易i二溶解せ?叉コロイド溶液ともならl'・3 エチルアルコールそb日ふる時は鱗片賦となりて沈

降し、沃!支を力日ふる時は青黒色の沈澱を生すさ。要芽ヂアスターゼ及び大要ヂアスターゼに因ってア

Eローズに叱し憐iヒされ難いもので・ある。

アiローズとア tロペクチンごと完全に分離する事は甚ピ困難で、現在適首な方法は無い。従って澱

粉位中に於けるア Eロース、と7 t ロペクチ ンの含量に就ては研究者に因って非常に大なる~:日違があ

る。 リンクn及びナンヂ雨氏(メ CltιソJムあん 1923.2671)は7tローズ及びア Eロペクチンの含:呈の

比はいづれの澱粉も同一で 2~~J・ 1 である， !'mちへ tセルロース*を含まぬ馬鈴薯澱拐の如きものに於

てはア tローズか 66.6%iこしてアミロペクチンが 33.3%であると云って居る。然し馬鈴薯澱粉か

ら66.6%のア Eローズぞ分離したのではない。同氏等(J.ClICIIl. Soc.. 1925. 629)は澱防を:人妻ヂア

スターゼにて鹿i盟する時はア Eローズのみ糖化し、 7 tロペクチンは曜に α，I2.へキサア tIJーズと

なり、還元性の糖は生じないとして居るので、此考に基いて大萎ヂアスターゼぞ澱拐に作用せしめ、

~ fミ じにる糖量よりア t ロース必定量 し、残りをアミロ ぺクチン としたのである。プ リンスハイム氏等

(Pringsheim and Wolfsohn， Bcr.， 1924. 57， 887)は澱粉糊を凍結し、次で澱慣の糊iヒ温度迄上け.同

i温度の湿*-にて数同浸出する方法によりアミロース、を、使用せる澱蹄〈乾燥吻〉に到し僅に 14%を

得て居る。又 Gatin-Gru淀川ka女史 (Col/ltt.rmd.ぬc.b以， 1908， 64， 178; Comtム rem!.，1908， 

146， 540 ) は馬鈴薯澱掛を 1%の'iù:'I~1:曹達溶液にて島理し、次'で酷酸で中和してア i ロぺクチ ンをit

澱せしむる方法により澱傍i二針し約 40-45%のア iロベクチンを得fこ。其外サ、メァク氏等 (Samec

and Hoft. Kollo枕 hcllt.Bc仏cfk，1913， 5， 141)は澱拐の 17%はア Eローズより成り 83%はア Eロ

ベクチンより成る事そ主張し、又7 ッナンヌ及びJレー (Maquennea吋 Roux)雨氏が既に 1904.:p.に

澱拐の約 80%iJ'アEローズで、約 20%がア iロペクチンより成ると遁べて居る事はよく人に知ら

れて居る所である。

リング氏等はずメック及びプリンスハ4ム氏等の得たるア iローズの量の甚だ少き理由を弐の誌に
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説明してゐる。卸ちアミローズは其一部分は容易i二 7J<~二溶かし出す事の出来る航態にあ る が、残部

はアミロペクチンと固溶鰻を作りアミロペクチンにより強く吸著されて居るので分離が困難である。

そして大要ヂアスターゼによって容易に此雨者を分離する事が出来ると云ってゐる。7liし大要ヂア

スターゼによる時はアミローズは分解されるのでアミ ローズぞれ}る錆の方法とはならない。

かくの如き事責より考ふる時は、兵った碗究者の使J+lUニる 7 ロペクチン或はア Eローズが全く

問ーの物質であると考へる事は出来なh、。郎ちリンク舟氏等の説ぞ正しとすればプリスハイム或はず、

メック氏等の使用しにる所謂アミロペクチンの中には猶多量;のア Eローズを含むでゐるものと考へ

られるのである。従ってアミローズ及びア Eロペクチンの性質例へば法透歴、粘度、沃度じよる呈色

反路、酵素の作用等が研究者により差違のあるは首然の事であると云iまねばならぬ 3

以上のア Eローズ及びア iロペクチンの外l二シュラ 4パー氏 (Schryver，Biochem.メ， 1923， 17， 493. 

497)は或種の澱粉位は一種のへ Eセルローズぞ含む事を見出した。同氏によれば此物質は澱粉位の

周閣の居を形成し米、ヨi窃黍、大妻、小委等の穀顕の澱拐位中i二含まれてゐるが馬鈴墓、アロールー

ト等の澱粉世の中には含まれてゐない。此物質にリンクe氏等はアミロヘミセ Jレローズなる名掃を典

へ、同氏等は此物質は α ア E ロ ーズの珪酸エステルiJ~夏にカルシクム又はマク九シクムと結合しfこ

るものであると信じてゐるうそ して此物は沃度で青く著色し、大要ヂアスターゼは作用しないが、

夢茅ヂアスターゼにより定量的に萎芽糖となるくLinga吋 Nanji，ノ Chc?1IZ.Suc.， 1925， 652 Ling， 

メぷι C/lem.Illd.， 1927， 280T)。メータ (Mehta)夫人はピクロボンソー (色素〉の水溶波でア iロ

へtセJレローズは赤く染色されるが澱粉は染色されない事を見出しfこ。

澱粉は如何に精製しても必?微量の灰分与と省して居る。 Jt主なるものは燐酸と珪酸とカ Jレシクム

で其内燐酸が全訳分量の約 509るを占めて居る。燐酸に沈ては最初フ一アーJレ氏 (Fouard，Cwダι

r!!lld.， 1907. 144， 501， 1366; 1908， 146， 285. 978; 1908， 147， 813， 931; 1909， 148，δ02)が研究し、

同氏は酸じより澱粉中の燐酸の或量は抽出する事が出来るが、全部を抽出する事は不可能なる事を見

出し、抽出されぬ燐酸謹は澱蹄と化合してゐるものならむと述べた。続いて 7，LJレンバァハ及ひ.クす

JレフくFernbachancl vVol的雨氏も亦澱蹄の水酸基の一部分が疏酸工ステ Jレごとなせる事を主慢し、ノ

ースロップ及び牛 Jレソン (Northropancl Nclson，メ d川er.Chem. Soc.， 1916. 38， 472)繭氏は澱院中の

燐酸に就て研究せる際に、燐を 5.3%含むエス テJレを分離し、ク Jレプ氏 (Kerb，Biuchem.ム 1!H9，

l∞， 8)は普通の可溶性澱粉より燐酸エスアルぞ合成し、同氏によれば此エステJレより焼酸は容易に
分離されすで、叉其溶液はモリプデン酸等i二因って沈澱を生じないのである。澱拐のコロ 4ド化壌の

研究に於て有名なるずメック氏く品110枕 hem.Bei・Itefte.1914. 6， 23)に依ればアミロペクチンは燐酸

エスアルとなってゐて此の燐酸は透析、酸叉はアルカリに囚り寺区易に除去する事が出来ないが、 7t 

ローズは鱗酸を含むでゐない。そして澱粉糊が高い粘度を示すは此燐般アミロースに因るのであっ

て、アミロぺクチンから燐酸を奪ふとア iローズと悶様糊化の性質を失ふものであるとえsべ‘てゐる。

リンク及びナンヂ雨氏α'.Chem・Soc.，1925， 127， 636)も亦澱粉が可溶性澱粉となるのは燐酸エステ

Jレの加水分有に外ならぬと述べ、此考へは一般に信ぜられてゐfこ様である。然し此考へは設であると
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考へる。其矯めにはナンヂ及びぜーチェリ雨氏 lNanjiand Beazeley， J. Soc. Chem.ρtd.， 1926， 215T) 

の研究ぞ事けねばならぬ。同氏等によればア tローズも亦或程度迄燐酸エスアルとなって居り .久

可溶性澱粉も同様燐般を含むで居る。例へばリントオ、 Jレ氏法に擦りて馬鈴薯澱粉より製造したる可

溶性澱粉中には、有機化合物となって存花してゐfこ全燐量の約 48%が描残うて居り叉 Traquair

くf.Soc. Chem. 11ld.， 1909， 28， 288)氏の方法にτ同じ馬鈴薯澱掛から作ったフェキュローズ(一部分
アセチ Jレ化されにる可溶性澱防〉も亦同様に全燐量の約46% や含むで居る。之等の事質から考へる

と可溶性澱拐の生成は燐酸アミローズより鱗酸の遊離によるものでない事がわかる。

ナンヂ氏等によれば各種の澱粉中iこは全灰分量の約25-30%のカ Jレシク ム又は7 ク♂ヰ、 シクムを含

むでゐる。 然るに可溶性澱粉の中には之等の元素は全く含まれてゐない。そして可溶性澱粉の水溶

液は PH4.4-4.6 にして燐酸第一盟の溶液の PHと悶ーである。又可液性澱粉は 7Jレカリに針し

鱗酸第一穂と同様に作用し、水中l二ある極微量のカルシクムと結合して之を除去する性質がある。

そしてカルシウムと結合せるものの水溶液は粘欄牲を有し叉澱傍糊と同様l二PH6である。 .之等-の

事貨からナンヂ氏等は澱粉は燐酸ア tローズのカルシクム盟であって、可溶性澱粉lま逝離の燐酸ア

tローズである。そして澱粉の粘l;化能は燐酸エステルに囚ゐのではなく其エステ )~のカ Jレシクム盟に

悶るものであると述べてゐる。著者も亦著者等の貰験の上よりナンヂ氏の説i二賛成するものである。

各種の澱粉中に有機物と化合して存不Eする燐量はナンヂ氏等によれば次の如きものである 3

可溶性鍛粉 0.0220%. 馬鈴薯澱粉 0.0452~~ アロールート淑粉 O.0155~G 

セイゴ澱粉 0.0215，:7';"， 玉罰言葉澱紛 0.0172% 小多澱粉 0.0213% 

大多澱粉 0.02!J4%， 米澱粉 0 .03~O% 

澱四位中に珪酸のi{;{Eする事はリンク¥ナ ンヂ雨氏が初めて紹介し、雨氏に依れば此珪酸は逝離の

航態では存不仁せすちして、全部有機化合物となりて含有されてゐる、卸ち古íi~の如く アミロへ E セ Jレ

ロース勺1'¥二縫酸エス テJしとなって存杭してゐるのであるつ従ってへ Eセル ローズぞ含まぬ馬鈴薯澱

分叉(まアロ ー)~ート澱粉中には珪酸I;f.殆 r含まれてゐないと云ってゐる。

澱勝中の燐酸或は珪酸は炭素同化作用と何等かの関係があるのではないカ、と想像される。

2. アミロースーとアミロペクチンの分離法

アtローズとア Eロペクチンの分離法は種々の5号案があるが、猫いづれも完全なものと云ふ事は/1'.

来ぬ。之等のか法の内、其主なるものlこ就て漣ぶゐ事とする。

く1) 前にも~べfニ如くアミ ロースは71<(二より コロ-1 r溶液を作るがア tロペクチンは溶解し難

い。然しi臥粉位中l二於てア Eローズは.， ~ロペ ク チンの居を以て掩~、はれて居るのでアミローズを

溶かし出す錦l二はア tロペクチンの居会破壊する事が必要である。ヵ、 hる目的の震にリング、ナン ヂ

雨氏(よ Cht!m・Soc.，1923， 2673)は次の如き方法を考案した。郎ら先づ澱粉糊を1乍り之を氷と盟を以

て冷却し、冷誠庫の中に 1211手間許枚置す。然る時は澱研は綿の様な~j(態となり沈澱する。次で室iB

になる迄t~置しfこる後、用ひfニる澱粉の糊化混度より僅に低い湿度例へば馬鈴薯澱粉の揚合には

60-C位i二保つ時はア Eロースーは7.l<に溶け、アミロベクチンは溶けないで残るのである。遠心分離俸

によりアEロベ クチンを分離し、更じ 60
0
C の水ぞ以て数同洗織すc若 し純粋なるア Eロペクチン
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を必要主するならば、洗った液が沃度で青色を呈しない迄繰返して洗織する事が必要である。 llt方

法ではア.iロペクチンからアミロへミセルローズ令分離ーする事が出来ぬので、此方法は馬鈴薯叉以ア

ロールート澱拐の如きアミロへ tセルローズぞ含まぬものにのみ慮用し得るとリンク'氏等ば述内ごで

居る。

此方法は一見合理的なる如きも貰i擦i二於ては甚芦困難である。前に述べた如〈此方法じよりプリ

ンスハイム氏等はアミローズぞ、使用せる澱粉に釣し、僚に 14%'I'得fこじ過ぎぬ。叉著者等の賓験

l二於ても、此方法による時は、ア tローズの量がアミロ ペクチ ンの量よりも 小なる 事を認めた。従

ってリン グ氏等の云ふ如く..， iローズと..， iロペクチンの量の比が 2:1であるとすれば、此方法に

より分離せるアミ ローズは純粋で・あるが、ア Eロペクチンは猫..， iローズを含むで居るものと考へ

ねばならぬ。

( 2) Gatin-Gruzewska女史は{ヒ接的方法によりア tローズと..， iロペクチンぞ分離する事を考案

しfニ。 :民方法は澱粉粒を 1%の苛性曹達溶液にて鹿哩する時は、..， iロペクチンの屠が破れて、アE

ロースが熔けて出ると云ふ事貰に基くものである。苛性曹建'I'酷酸i二て中和する時はアミロペクチ

ン(i器の底に沈澱す。次で..， iロペクチンから透析又は傾潟i二より灰分を除去するのである。此方

法により悶女史は馬鈴薯澱粉より前述の如くア tロペクチンぞ澱粉l二針し 40-45%得た。

然しリング氏等は此方法では満足な結果は得られないと述べてゐる。且つ此方法では灰分を完全

lニ..， iローズ及びアミロペクチンから除去する事は困難である。アミローズは水中のアルカリ土類

金属の種類を吸着する性質がある故に、透析法じよるとすれば、必今非常に多量の蒸・溜7J<.'I''必要とす

るのである。

(3) リンクー氏等くλChem.Soc.， 1923， 2675)は麓芽せざる大夢中のヂアスターぜそ使用してアミ

ロペクチンを分離する方法を考案した。 其方法は大奈の 浸出液に酒精を加へて沈澱して得fニダアス

ターゼを乾燥し、此ヂアスターゼを使用 して繊掛糊を 500C ~二 τ街化せしむるのである。約 12 時閣

でアミローズは完全に萎芽糖に費化するがアミロペクチンは殆ど作用ぞ受けないと遁ペτ居る。ヨた
で透析法により要芽糖を除去したる後アミロペクチンは酒精で沈澱して得らる。然しリング氏等は

大要の浸出液叉は新に沈澱して得fこヂアスターゼを乾燥せ-9>1二期ふるとアミロペクチンも亦作用せ

らる誌と云って居る。

此方法ではアミローズを得る事は出来ない。又アミロぺクチンが乾燥せる大要ヂアスターゼによ

り全く作用を受けないか、著者は甚t:疑問に思ふのである。
其外-l}'メ ック氏等 (Samecund Haerdtl， Kolloid，ヶhem・ Beihゲヲ~ 1920， 281; 1923， 272)は澱粉糊液

そ電気透訴しτ陰極i二躍肢のアミロペクチンを沈澱せしめ、ア Eローズを清澄の液睡として分離し

た。近時アイラー氏等も亦電気透訴法によりア Eローズとアミロベクチンぞ分離した。くTaylorand 

Iddles， Ind. Eng. Cltem.， 1926， 715) 

a 澱粉分乎を構成する基本韓i

古句研究で1ま澱粉は多数の葡萄糖の無水物自nちらH100S が直線的に連結して鎖航ぞなしてゐるも
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ので、其分子量は研究者に依って著しく異なり 2，000-20，000位のものと考へて居fこ。然し遊離の

アJレグハイド基t，e有せざる動から直線的結合そなす事は不合理で、叉分子量測定に多く使用された

る可溶性澱拐の水溶液はコロ 4ド溶液であって、限外顕微鏡で微粒子を認むる事が出来、又チンダ

Jレ妓呆を奥へるものである。此微位子は多数の分子から成立ってゐる。印ち可溶性澱粉は其製法の

相違じより水溶液中に於ける分散度を異にし、従って分子量の著しき相違を生する事は蛍然の事であ

ると云lまねばならぬ。

澱拐の構造決定に最も多く用ひられたのは.澱粉のメチル化叉はアセチ Jレ化と、特種の微生物に

よる法及び"-;レツaークくHerzog)氏、アンフeロン (Ambronn)氏等のレントグンスペクトグラフによ

る方法等である。之等の方法による研究の結果、澱粉分子lま、蛋白質がアミノ酸の集合したる化事

構造ぞ有すると同様に、比較的簡躍なる構造を有する基本樫くbasalunit; Grundkorpeりが多数重合

したもので、澱粉位叉は澱粉のコロ 4ド溶液中じ於ける微位子は此分子が夏にコロ 4ド化事的に集

合し七ものであると考へられてゐる。そしてコロイド化・撃的集合は不安定なもので物理的操作じよ

り集合服態ぞ箆化し得るが基本憶の重合は物理的鹿理によりでは容易に分解を受けず-、アセチル化叉

はメチル化等の化接的操作により始めて其基本瞳に迄、分解し得るものである。基本韓を更に酸に

より分解すれば結局は葡萄糖になる。印ち澱粉分子はいくつかの葡萄糖分子が脱水重合し、還元性を

有せぎる或種の基本開そ作。、此基本程が更に重合して生ぜるものである。然し此基本韓がいかなる

ものであるか猶確定じてゐないのであって、之を決定する事が澱拐の化事的構造研究の焦勤となっ

てゐゐのである。之に就て従来多数の研究があり、いづれも賓験を基礎とし、一部の真理を云って居

る慢であるが.各異なる基礎に立ち、従って群盲巨象をさぐる警にも似て、猫其木曜は明でないので

ある。之等の研究の内、二三重要なるものを事け-て見たいと思ふ。

1904年にシャルデングJレくF.Schardinger)がバチルス、 7 セランス (Bacillllsmacerans)と云ふ細菌

を澱粉に作用せしめて、従来のデキストリンと異なる所謂結晶姓デキストリンと云ふ分解物を得fこ。

此デキストリンに三種蹟あって、初め分解物からは二種類の結晶が得られ、此二つが主なるもので之

等にデキストリン α，デキストリンFと名づけた。第三のダキストリンはデキストリン α，及び戸を
分離したる残りの粘質物を酒精i二溶解し、之から結晶せしめて得たものである。

結晶性デキスリンの接見は澱粉の化率研究上にかなり大なる光明を典へた。プリスハイム氏等は

(Pringsheim und Langhans. Ber.， 1912， 253司 PringsheimlInd Eissler， Ber.， 1913， 2959)は此等の結

晶性デキストリンi二就て精密なる研究を行ひ、同氏等は之等のデキストリンをア Eローズと名づけ叉

近来は 7 ブタンヌ氏のアミローズと 匡別する矯にヰミリア tローズと呼んで居る。同氏等:の研究によ

ればデキストリン αはくCGH100:;)4なる式を有するアトラア t司ーズであって、之ぞ無水酷酸と鞭化

亜鉛と共に加熱する時は、アセチ Jレ化とデホ.リメリゼ4ションを受け、ダ4アEローズのア tチJレ誘

導韓となる。叉ダキストリン戸は (C6HlQO:;)6なる式ぞ有するへキサ 7tローズであって、之，;e前同

様に無水酷捜と盟化亜鉛で・鹿理すればトラ 4アtローズのアセチル誘導腫に愛化する 3 叉グキスト

リンα及ひ戸を分離したる残りの粘関液から得たアミローズも亦ヘキサア Eローズで、前同等l二ア
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セチ Jレ化を行へば、 ダ f ア E ロース"の アセチル誘導植を作る事を知り、三種のデキストリンにそ欠のf~

嬰式を奥へたのでトある。

ポリアミローズ
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[(CGHIOO;)z1 

[(CGHto05)~13 

(C6H1oU，，)ョ

[α]D 
+ 138.60 

+139" 

+ 136.60 

b) 戸系

F・へキサア tローズ(デキス トリン s)

トライ 7tロース、

[(CGH1ρ5)3J宮

(C6HlOO，)3 
+ 157.90 

+ 151.80 

弦に云」、α及ひ戸とはクツレコザ，-1ド結合の位置とは全く無関係に命名 されたものである。 α系に

於てはダ4アtローズが基本組ごとなし、戸系に於てはトライアミローズが其基本腫Zむなしてゐるo

p系のボリア Eローズの沃度添加物は赤褐色で、α系のヰミ リア tローズの夫は青色である。澱拐の
アミロペクチンの股燐酸によりて得大物質は沃度で赤褐色となり、之に針して澱紛のア tローズは両I/

漣の如く音色となる。叉有i/者却ちア tロペクチンの脱燐酸によりて得fこ物質金バチルス、 7 セランス

で酪聾せしむると F・ボリアミローズが多量に出来、後者印ち澱粉中のアミローズよりは α.ぶリアミ
ローズが多量に出来る。之等の事貰からプリンスハイム氏はア iロペクチ ンは戸系のボリアミ ロー

ズより成り、澱粉中のアミローズは α系のヰミリア Eローズより成る。印ちア tロペクチンの基本躍は

トラ 4アミローズで、アミローズの夫はダ"7 tロースーであると結論してゐる。

澱拐をグリセリン中てでd加熱するとア Eロぺクチンカか、らωtはまトラ 4へクソずン C
ロ一ズカか、ら lはまタダダ、e‘ 4 へク ソずン C12H~~ρ010 ~を旨生-r‘。プリンスハ 4 ムによればトラ 4 へクソグンはア t ロ

ペクチンの外、グリコーグンから生成するもので、同氏はアミロぺクチンとグリコーグンとは同一

物であると云ふ見解を有してゐ右。

次にアーグ4ン(Irvine，メ Cht'JJl..:oc.， 1923， 898)は澱拐のメチル化による質職の結果、トラ 4サッ

カラ 4 ドを澱拐の基本睡であるとし、それに針し 3つの情這式を提出してゐるが、其中で究の式が

最も確であらふと云ってゐる。

「一一一 0一一一「

|-?一一2.CH(OH)一向cmiH
CH.OH 
0 1 

|?HOH ↑ 
-CH 

CH- ・ 0ーCH・CH(OH)・CH(OH) ・CH・CH(OH)・CH~

JH20H L--o- J 

卸ちプリスハ 4ム及びアーグ ィン等は澱拐の基本盟中にトラ 4サッカラ 4ドの存在ぞ認めて居る

が、ヵー νJレ(Karr巴r) は之ぞ否定してゐる。カーレJレは澱拐の酵素的分解の結果 100%の要茅糖、



拳

~生す?る事、及びグイア E ローズ或は可溶性澱籾にアセチ Jレプロ 71 ド会作用せしむる時、アセトプ

ロムマJレトーズを生する事等を論擦として、澱粉の基本腫は穿芽糖の無水物なる 7Jレトーずンである

と断定した。此物はフιーリング氏液を還元せす。縫って遊間震のアルデハ4ド基を含ます‘して.5たの

如き構造そ有するものであると述べてゐる。
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又カーレル氏はプリンスハ4ム氏の所謂戸・へキサアミローズはトラ 4サッカラ 4ドの二つ重合し

たものではなく、ダ4サッカラ 4ドの三つ重合しにものであると説明してゐる。

は澱駒のパチJレス、マセランスによる分解の

主産物は九キサアミローズじして之を夏l二デボリメラ 4ズするじ l主張い化撃的方法じよらねばなら

ぬ製iからへキサアミローズを寧・ろ澱腸を構成する基本韓とする方が至蛍であると主張して居る。そ

してアミローズはα結合のみを有し、 6個のグルコース基が互に第 1及び第6の茨素で結合せるー

リング、及びナンデ爾氏 Cメαem.Soc.， 1923， 2683) 

種の潜航構造を有する α・へキサアミローズより成り、叉アミロペクチンはヂアスターゼじ因る加水

分解により、~芽結と 4 ソ 7Jレトーズとを生すさる盟iより、 α及び戸結合ぞ有するものとし、其基本韓

(ab)) 
0め!ダ{アミロ

(ef)J 

。def))
(a納付YZ 
(abcの)ζ 〈

ノ /、、
/、、/、。。、、

O 
(1'-) ~ ， " 

'- ¥ ~ (t) 

---ー一一ー -o~ーーー一ーーー

一--0 

l' 

p¥O// 

仰向キサ 7tローズ第 一回
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は 4 個の α結合と 2 個の F結合~有する α，ß・へキサア t ローズである提唱し、ラたの如き構造式を奥

へて居る。第一国及び第二国i二於てIII線は之等のへキサア Eローズが更に分解しグ4アtローズ、干

戸結合
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上述の如く澱拐を構成する基本睡も猶確定してゐない。然しやがては此基本腫も決定し、澱拐の化

事的構造も明にされるであらう。然しながら化製的構造が明i療になってい唯それのみでは澱拐の種

ラ4アtローズ或はテトラア tローズぞ生歩る時の結合の位置を示すものである。

第二国 αP・へキサア Iローズ

J〆問、今 ~I

戸。F 宇 z、 :ιv..~

hり。乞

、O
-ー、I ()~ 、

I ::t:'、
l、d 、 、‘

:z:L士 ¥ο、 ¥
c. -':1 、 、、、、J
ミγ 玄 ¥、、、
'-I--t.-1 ¥、。

ノを様々 の性質、例へば澱拐の種額による性質上の1:目違等の説明はつかぬのである。それiこは更に澱院

のコロ 4ド化・撃的集合服態が明瞭になって来なければならない。

験報告〕忠
興題叫〔持~ ~夏 Tじ

郎

岡賢識に闘しては本舎報第二税 38-45(大正 14年9月〉‘悶第四旋 77-84(大正15年 11月入

問第五披 40-42(昭和2年7月〉及同第六就 36-41(唱和2if-11月)¥二掲けたり。

太フじ1t-松工事博士

Roth Scheel 

Berlin Fue3S， 

本報は昭和2年度貰験のー部に して前説の櫨績とす。標準肱字は LandoltBornstein 

Phys.αem. T.lbe.伽 t，5 Aufi. 1923 \二繰り、標準~暖 i十は Sündll'd Thermometer， R. 
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Stc:g1itz， P工R.11466， 1925.a使用 し、測定数字は賞験者の報告に依れども、計算は報告者に於て再

算訂正せり。

露貼法に依るカーバマイドの分子量測定

賓験大要はふ>tencer1， 218にあり〈木曾報第五競40頁参照)0g ヵーパ71 ドの量、 G 水量、 M

溶剤分子量、 m 所要分子量、 t・水の蒸気座表より求む、t 溶液の蒸気座。

17t=ー一β一f一r日一.一 .---t
G . p'-p 

g=29.978g， G = 1uOg寒暖計 No13， No 14は夫々標準器より 0.280C及 0.1100C高し。

露賠 (No.1:3) 

3置験香娩 iRIJ定温度同上補正 出現 消失 平均 手tIliE p p' '" 
くNo.14) 

1 25.0 24.89 23.6 2:3.0 23.7;; 23.47 21.67;; 2:3.602 60.75 

2 25.0 24.80 23.6 2:3.0 23.75 23.47 21.675 2a.602 60.75 

3 25.0 ~4.80 23.5 23.0 23.7 23.42 21.600 2:3.602 58.61 

4 24.0 24.70 23.6 23.8 23.7 23.42 21.600 23.462 62.98 

5 24.0 24.70 23.6 23.0 23.75 23.47 21.675 23.462 65.51 

6 25.0 24.80 23.6 23.0 23.75 23.47 21.675 23.602 60.75 

7 25.0 24.80 23.5 23.0 23.7 23.42 21.liOO 23.602 58.55 

8 25.1 24.00 23.6 23.9 23.75 23.47 21.675 23.742 56.63 

9 25.0 24.80 23.6 23.9 23.75 23.47 21.675 23.602 60.75 

10 25.1 24.00 23.5 23.0 23.i 23.42 2 I.f 09 23.742 54.71 

11 24.0 24.70 23.6 24.0 23.8 23.52 21.740 23.462 68.18 

12 24.9 24.70 211.7 23.8 23.75 23.47 21.675 23.462 65.51 

13 25.0 24.80 23.6 23.0 23.75 23.47 21.675 23.603 60.75 

14 24.0 24.70 23.6 24.0 23.8 23.52 21.740 23.462 68.18 

15 24.0 24.70 23.6 23.0 23.75 23.47 21.()75 23.462 62.5L 

16 25.0 24.80 23.6 23.0 23.75 23.47 21.675 23.602 60.75 

平均 61.616 

〈測定者高萩好美、高橋参之助〉

寒暖計補正 No13及 No14夫々標準器より 0.280C及 0.120C高し .1，'"=29.987 g 

露結くNo.13) 

一笈験香E虎 減IJ定温度同上補正 出里見 消失 平均 補正 p p' '" 
(No. 14) 

1 26.1 25.98 24.6 25.0 24.8 24.52 2~{.088 25.179 59.63 

2 2o.1 25.08 24.6 25.1 24.85 24.57 23.157 25.170 61.85 

えのJ・ 26.1 25.98 24.6 24.9 24.75 24.47 23.019 25.170 57.55 

4 26.0 25.88 24.4 25.0 24.7 24.42 22.950 25.030 59.59 

5 26.0 25.88 24.5 25.0 24.75 24.47 23.019 25.030 61.82 

平均 60.00 

〈測定者尾藤竪.鈴木貞一)
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g=30.0026 g， G=100 g 測定温度〈補正)25.0oC 

露票hく補正〉

測定並走 出現 消失 平均 t t' m 

6 23.45 23.65 23.55 21.780 23.756 59.62 

4 23.35 23.65 23.50 21.714 23.756 57.52 

5 :!3.45 23.75 23.60 21.845 23.756 61.86 

(59.62x 6 +57.52 x4+61.8tS x 5) + 1.5-59.81 

カーパマイドの計算分子量11.60.053なリ

〈測定者宮本五郎、卒田薫〉

酷酸メチノνの加水分解による盤酸及硫酸の関係強度の測定

37 

賞験方法は Eindlay，234; Spencer， !I， 10 に閉じく本曾報第二盟主 42 頁参照〉使用酸濃度は出NI~二

しT、滴定川パライタ7klま破拍酸じて定め 1/部 N とす。艮肱時間t二件ふ使用パラ 4タ水量並に反膳

速度t~í数 (K) は次の如し。

E盤百官 (250C) 硫酸 (250C)

a~;f鋼(分〉 Ba(OHh A- 時間〈分〉 Ba(OH)宮
cc. cc. 。 22.5 。 22.6 

10 23.0 (0.002116) 10 23.2 

20 23.7 (0.002588) 20 23.75 

::lO 24.8 0.003396 30 24.40 

40 25.7 0.003817 40 24.75 

60 27.0 0.003504 60 25.90 

90 29.6 0.003951 130 28.20 

120 30.6 0.003641 180 30.40 

48時間 46.2 48時間 45.85 

平均 0.003662 平均

〈括孤内は省<)

強度比較 0.003662 + 0.002452= 1.495 

fjl論数〈解離度法)0.85 +0.53 =1.6037 

〈測定者尾藤堅、鈴木貞一〉

分配系数

K 

0.002599 

0.002530 

0.002683 

0.002421 

0.002545 

0.002118 

0.002268 

0.002452 

質験方法は Findlay，138， Spencer， !I， 27 ¥二あり。(木曾報第二披 43頁参照〉

安息香酸1.7480g ぞ 50ccのベンゼンじ溶かし、之Lこ炭酸を除きたる*50 cc 4'11日へ.250Cの

恒組槽内i二置き、時々振置し、 30分の後各波 10ccづつやとり、之に 70ccの*を加へ、パライタ

7J<.¥二て滴定す。次t二7k及ベンゼン各 10ccを加へ、間際操作ぞ繰返す。

笈験番罰t Ba(OI王)2CC 濃度
--------ーーーーー、 r----'、ーー『ー「

ベンぜン溶液水溶液 C1(水) C2(ペンぜン) Cl/C~ C1/Vら

1 52.35 3.65 0.0178 0.2565 0.0694 0.0351 

2 41.80 3.20 0.0157 0.2048 0.0767 0.0347 
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3 38.70 2.90 0.0142 0.1651 0.0860 0.0854 

4 26.90 2.60 0.01274 0.1318 0.0967 0.0351 

5 20.25 2.25 0.01l02~ 0.0992 0.1l11 0.0350 

以上の結果よりら/ら は恒敏ならさ'れども、C1/v'弓 は|宣教じして、 安息香酸はペンゼン溶液中に

て重合せる誼なり。

ペシゼン溶液中重合安息香酸の解離度の計算

Find1ay， 139の計算方法によるくSpencer，1I， 29)。計算基本普段は前賓醸のものぞ使用す。

C1水溶液濃度、C2-=ンゼン溶液濃度、α水溶液中安息香解離度、c1(1一的水溶液中不存離分子濃

度、d親和カ恒数=6x10 - ~， v 安息香酸 19モルを含む容.債を Jにて表したるもの，1JZ " ンゼン中

草分子濃度 〈乎ence汽らs，s不解離安息香酸の分邸入止 :i1<及バンゼン溶液中草分子の比の恒数、K
童合3t手解離i巨敏

d= rP α=竺~r.h +~- l)
(1ー α:)v' :.<l \~ ~ 'dv ~ J 

k=~旦二竺L 7F=4旦二α)
m k 

m2 _ TTー{cl(lーα:)}2 {c/(l-a') 12 
c2-m 一 必勺ーの(1ーα:)k k2c2'- Cパ1ーα'.)k

C1' C2'α及イ，c2'， L'，は同様貰験中他の組よりとる。以上の式より順次に弐表の数値を求む。

止=0.842

質検喬盟主
1 

1-0< cμーα) 11t'!. U ・・一一一 1It 
C1 

l 56.15 0.0565 0.9435 0.01680 0.01996 0.003984 

2 63.70 0.0600 0.9400 0.01476 0.01752 0.003069 

3 70.丑O 0.0630 0.9370 0.01330 0.01579 0.002493 

4 78.50 0.0663 0.9337 0.01190 0.01413 0.001997 

5 90.70 0.071l 0.9289 0.01024 0.01216 0.001476 

〈測定者秋山桂一、赤堀府一〉

気流行による砂糖分子量の測定

賞職方法は Spencer1， 99にあり。

分子量 重量 気流にて失はれて減量

溶剤 m g τu 

溶液 M G W 

1ll =~二一 xMxゴ互=iLー xM x ーd豆-D一
G 'ZV G 

C2-1JZ I( 

0.23654 0.0168 

0.18728 0.0164 

0.14931 0.0167 

0.11767 0.0170 

0.08704 0.0170 

0.0168 

秤量に表はれし分

d 

D 

砂糖 8.66gを 50ccの水に溶し、リーピッヒ氏加里球3個に入れ、別i二後方の 3個には水を入れ

る。硫酸及鞭化石灰にて乾燥せる空気伝液の表面に沿ひて透り 、富験前後の加里球の重量を秤量す。

賓職は 25
00
C恒温槽内にτ行ひ8時聞を要せり。
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g=8.66， G=5O'， M=18;O'16 

賞験管務 溶液入加盟球 ?~入加里悲 5 ・
、 『

自可 後 D 前 後 d m 

1 49.0'462 48.7232 0'.3230' 49.9960' 49.6760' 0'.3260' 33(j 

2 67.670'8 66.7680' 0'.30'28 70'.5442 70'.2386 0'.30'56 337 

固に砂糖の分子量は 342なり。

(測定者秋山桂一 赤堀府ー〉

安息香酸曹達液の濃度t粘度tの関係賓験式

アーνニユース氏(Arrhenius，J.W. Mellor， Higher Ma:thematics， 332)は安息香酸曹達液の漫度。〉

と粘度くのの聞係はさ欠の如ιと。

ヲ=A'" 

卒均法により貰験式を作製し測定値と比較す。

Jピ

η 白 lc/d

ηobs'〆d

1 

1.6410' 

1.6498 

予= 1.641忽

1/2 

1.2800' 

1.2780' 

1ん

1.ULO' 

1.130'3 

1ん

1.0'640' 

1.0'623 

賓験iま才ス トヲJレド氏式粘度計を用ひ、250Cに七測定し、其結果より賞験式を作製せり。

粘度は時間〈秒〉じて示す。

安息香百主暫主主波
h 

F 

17~~N * 1N 1/2N 1/4N l/sN 1/1GN 

169.2 248.2 20'5.8 186;4 180.0 176.6 174.6 

169.2 247.2 20'5.4 186.0 179.0' 176.2 174.4 

169.6 247.2 2σ主.8 186.2 17'9.2 175.8 174氾

169.2 !!47.4 20'4.8 186.8 179.6 175.8 174.2 

169.8 249.8 20'4.6 187.4 179.2 175.6 174.0' 

169.8 249.6 20'5.4 186.2 179.2 175.6 174.2 

169.4 2丑9.2 20'5.2 187.0' 179.6 175;6 174.2 

169.6 246.6 20'4.4 186.0' 178.6 170.0' l74.2 

169.4 246.0 20'4.4 187.0' 179.4 176.6 174.0 

169.4 246.0 20'4.8 187.2 179.4 176.4 174.4 

平 均 J69.46 247.62 20'5.0'4 186.62 ]79.32 176.02 174.28 

質量(g) 4.9804 5.2528 5.1154 5.0'524 5.0168 4.9988 4.9928 

比重~ 250c 1.0'347 1.0'271 1.0'145 1.0'0'73 1.0'0'36 1.0'0'24 

ηX1O'・2 I.3773 1.110'6 0'.9984 0'.9526 0'.9316 0'.9213 

表中重量とはピクノメーター内溶液の重量の意。

可。水の絶針粘度 8;91X 10'-3， do'ゐ水の比重及流下時間 d， t Iま溶液の比重及流下時間。

.， a， x弘
ヲ=YjoX五支す溶液の粘度
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以上の結果より質験式を作製す。

ヲ=AB'" (.xは濃度〉

平均法を用ふれば η=0，009076 x 1，5030忽

x 1 1/2 ん I/S 1/16 1/32 

ηo{，〆d 0.013773 0.011106 0.009984 0.009.i26 0.009316 0.009213 

'fjcalc'd 0.01364 0.011]3 0.01005 0.00955 0.009311 0.009191 

L1 -0.000133 +0.000024 +0.000066 +0.000024 +0.00005 -0.000022 

(測定者尾藤堅、鈴木貞一)

75併砂糖諺液の関係的粘度

75%一砂糖溶液の 250C，300C及 400C¥二於ける粘度をオストヲルド氏粘度計にて測定せり。流下

時聞は秒にて示す。

混皮

平均

比霊

関係粘皮

25.0oc 

176.2 

176.2 

176.2 

176.2 

176.2 

176.2 

176.2 

* 30.0oc 
159.4 

159.4 

159.6 

159.6 

159.4 

159.6 

159.5 

40.0oc 

132.8 

132.8 

132.8 

132.8 

132.8 

132.8 

132.8 

25.0oc 

824.6 

824.6 

824.6 

824.6 

824.6 

1.]805 

6.554 

(時間×比重〉砂側関係粘度= 砂脚
(時間xJ;七重〉水

砂糠溶液

30.0oc 

778.2 

778.4 

778.4 

778.2 

778.3 

1.1804 

5.748 

40.0oc 

575.0 

575.0 

575.0 

575.0 

575.0 

1.1801 

5.148 

温度を横軸とし.開係粘度を縦軸とし作図すれば、双曲線に近き曲線を得ペし。

(測定者秋山桂一、 赤堀府ー〉

E量化コ ポjVト及趨酸の水溶液混合物の比重及粘度

同質験はホークェJレ氏報女くOwenPhys Howel. J. Chem. Soc.. 1927， 158)の一部を行へり。

メJレク祉製盟化コZドJレト (CoCl2・6H20)19.2gを 12NHCl及水 60cc¥二とかし、之を種々の割合
l二混合せり。調製液は謹酸多きもの青色、少きは紅色を呈す。其酸度は苛性曹達、波にて滴定す。

調裂液番披 1 2 3 45  

酸度 N 10.97 9.28 7.20 5.66 3.92 

溶液は約 5ccの才ス トワルド氏ピクノメーターに入れ、 250Cにて重量を秤り、比重を求めたり。

* 溶液 1 溶液 2 溶液 3 溶液 4 溶液 5

，.....-..-'、--、 重量11:(ーgー〉四〆、-比'ー、重 重量，ーー〈ーg)、副E比圃園重、 -ーー-"、ーー・ー、 ，ーーーー，、-ー、
g 霊童(g) 比重 重量(g) 比重 重量(g) 比重

4.9844 5.8966 1.18318 5.7948 1.16274 5.6982 1.14334 5.5997 1.12360 5.4716 1.09788 

4.9842 5.8968 1.18319 5.7948 1.16274 5.f.976 1.14322 5.5997 1.12360 5.4680 1.09711 

4.9830 5.8964 1.1 ~317 5.7944 1.16264 5.6985 1.14342 5.5993 1.123oO 5.4682 1.09721 
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平均 4.9838 ].]83]8 1.16271 1.14332 1.12353 1.09740 

粘度の測定にはフ 4ンドレー氏改良才ストヲルド氏粘度計を問ひくZ.t々ys.Che7lt， 19， 97， 1912; 

J. Che7lt・Soc.，1927， 161)、250Cじて行ふ。

粘度 ヲ--主三一x8.91 x 1O-~ 
dt 

d， t ~ま 71<の比重及流下時聞く秒〉、 d， t，は溶液の比重及流下時間。

* 溶液 1 i~ìl度 2 溶液 3 溶液 4 1容?夜 5
，四句-'、--- -圃〆、圃園『 p 一戸、一『 ，--'、ーー、 ，-回ー〆、~

f '1 η '1 η '1 η '1 可 '1 η 

54.6 93.8 0.01829 83.8 0.01631 71.2 0.01352 68.8 0.01283 64.6 0.01177 

54.8 93.8 0.01829 83.2 0.01624 71.2 0.01352 68.8 0.01283 64.6 0.01177 

54.6 93.2 0.01825 83.6 0.01628 71.2 0.01352 68.司 0.01283 64.4 0.01l74 

54.8 93.0 0.01823 83.8 0.01631 71.2 0.01352 68.8 0.01283 64.4 0.01174. 

54.8 93.8 0.01829 83.8 0.01631 71.4 0.01355 68.6 0.01281 64.4 0.01174 

54.8 93.8 0.01829 83.4 0.01626 71.2 0.01352 68.4 0.01277 64.2 0.01172 

55.0 93.6 0.01828 83.8 0.01631 71.6 0.01357 68.6 0.01281 64.2 0.01172 

54.4 93.8 0.01829 84.0 0.01634 71.8 0.01358 68.8 0.01283 64.4 0.01174 

54・8 93.8 0.01829 83.8 0.01631 71.8 0.01358 68.4 0.01277 64.4 0.01174 

54.8 93.6 0.01828 83.8 0.01631 7¥.4 0.01355 68.6 0.01281 64.4 0.01174 

平均 54.74 0.01828 0.01630 0.01354 0.01282 0.01174 

水溶液にて CoClzは4才ン化傾向大、 6分子の結晶水をとり [Co(OHz)s..Jとなり紅色を呈し、溶液

中盤酸の増すに従ひ、其組成は破られ CoCll'を生じ、青色・となる。比重の測定によれば組成は青色

のもの組にして、臨酸量を横軸とし比重ぞ縦軸とする曲線は色相の鐙化駄にて屈曲あり。同様事質

度の測定じてー屠明瞭なり。

ホークェJレ氏は上述の曲線の他に、試験液に針する瞳酸波の 4の比重及粘度をil¥lJ定し、之を混合液

の針感するものより差ヲ|き、作固上一屠鐙化度ぞ明示せり。

本移測定には盟酸波に封するものぞ快き居れば、恨にホーク"，.Jv氏の数より宮IJ付け求め算出し、ラた

に示す。

溶液喬挽 1 2 3 4 5 

色 予干 T守徽紫色 青紫 紅紫 紅

E豊百生皮 N 10.97 9.28 7.20 5.66 3.92 

dくHC1) 1.1705 1.1466 1.1162 1.0924 1.09740 

d (HCI + CoCI2) 1.18318 1.16271 1.1432 1.12353 1.0662 

L1d 0.0127 0.0161 0.0271 0.0311 0.0312 

可(HCI) 0.01915 0.01699 0.01482 0.01350 0.01231 

η(HC1 + CoCI2) 0.01823 0.01630 0.01354 0.01282 0.01174 

L1Y 0.00092 0.00069 0.00128 0.00068 0.00057 

同表中粘度lこ闘するものは反てf支針の致値を示せどもJ医に標準波との差なりと考ふ。比重並に粘

度の曲線は溶液色相蜜化の匙、郎ち盟酸濃度 6N附近に屈曲あり〈ホークェル氏の曲線も同じ〉コ

ヤーニク圧及ヲパロ 4氏(N.A. Najnik and Raur Lal Uberoy， J. A7lter.αell1. ~C"oc. ， 1924. 802)は
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瞳化物の混合液の粘度そ測定し、錯盟 (Complexion)の生成を謹したり。盟化コボル tトと堕醸混合

物‘には弐の式i二て説明を奥へたり。

CoCI2+2ClτコCoC1l'(青色〉ζコ[Co//(紅色)+2Cl']+2Cl' 
2CoC12~二~2[Co//(紅色)+2Cl'];::コCoC1l'く青色)+Co//

猫 HgC~・HCl 及 HgC12・2HCl ¥二闘する質蹴は本舎報第四誠79頁に掲けあり。

C測定者稲田盟大郎、阿部二郎〉

一一一-・暗圃噂崎噂匝申後申咽O@I験回唱。.ー一一一一一

昭和二年度理工事曾牧支決算書

1.金参拾七回六拾五銭也

1.食堂百聞也

1.金九百拾五回也

i&入之部

昭開元年度ヨリ繰越金

昭和二年度経常費

理工事官名簿代各分曾ヨリ受タ入

計金萱千五拾武園六拾五銭也

1.金四拾武回参伶五銭也

1.金参困七拾銭也

1.金九百拾五閤也

計金九百六拾堂 困五銭也

差引金九拾蛍 困六拾鑓也

支出之部

舎計

丹那トンネル映察舎ニ閥ス Jレ棉支出金

定期協議員曾夕食茶菓代

理工謬曾名簿三千五十部代日清印刷株式曾枇梯

野村竪

昭和三年度繰越

山本研一
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〔霧

本曾記事

0昭和21f.12月1日 早稲岡舷用化接合報第六械か

庶務よリ全舎員に配本す。

012月24日 早稲田辺エ撃曾々長名簿〈日夜和2年11月

間〕た金合員に設送d リ。

O昭和3"F1月1日 本曾々良家村貞治君主 〈第一事

年〉北アルプス針の木峠にて遭難の報わリ。本曾よ

り取数へ?山本氏同君遺族た司3問ぜられれリ。
01月27日 放家村長治氏御遺族より本合宛斑状及

ぴ金拾図也寄贈ぜらる。本舎よりは之に艶し謹んで

謝意た表して受領し之た山岳部墜生遊級車島掲へ寄

附し涯きれり。

05月7日 早稲田臆用化懇曾役員合た午後58をよ

り大限舎館内事生ホール階上に開催す。出席者次の

如L。
小林久平氏、松井元太郎氏、富井六治氏、小栗拾蔵氏

武宮昇氏、山内民三雄氏、山口祭一氏、 ~ll本研一氏、

井上誠一氏、竹内祭失氏、I}.li崇松男氏、大商務之助氏

言葉〕

岸女雄氏、波溢葉氏、増淵吉長氏、稲田堕太郎氏、尾

燦竪氏、鈴木良一氏、石田資郎氏、松岡健一氏、綬弁

貞夫氏、以上 21名(依席9名〉

決定事項下の如L。

1. 次期役員選準。 i翠怠のお果(1本舎報の目次の

裏面に示す如し。

2. 終身曾員電IJ~。合員た分ちて遜常曾員及ぴ終

身曾員と L終身含員(1一時金六拾固定p完納す

べ告事(:決定ぜり。

3. 舎計報告合計委員鈴木良一氏よリ昭和2年

皮の詳細すよる舎前報告あリ、 4ll:入金額著 しく
増加し織して合計状態夏好となりつつある事

に就て説明す。術合計報告の許制11別に一括

之た報告す。

4. 舎報夜行の件従来年 2 同の曾総強行~本年

度より 3同とu曾最u最中の曾員消息、産主室消
息、1t他i二別に肝!銭たEII冊に Lて合報中(:f市入

Lて舎員親睦の機捌1:らしむる事としれリ。

曾 計報 .a:. CI 

昭和 21f.I!llC自 2!.j:. 3月 24日至 3年 3月 19日〉

J¥ll:入之罰: 図

前年度繰越金 463.06 

舎員曾設 787.50 

度告代 388.54 

第七同卒業生寄附雑誌代 15.00 

振替貯金刺子 8.05 

曾報第六競議奥代 2.88 

合計

合報第五競印刷代

含報第六競印刷代

遜信費

紙、帳簿、圏直

呑実

理工撃舎経常費

外岡雑誌三冊代

役員舎費用

外岡雑誌製本代

支出之叫部

1665.03 

303.33 

291.37 

51.52 

16.9i 

20.00 

20.00 

45.15 

13.3Q 

28.00 



銭

電車貸

手蛍〈事務長桑原氏へ〉

合計

差ヲl残金

内務

郵便貯金

振待貯金

銀行預金

現金L集金筋容ヲ含ム〉

右之遜キ目途無之倹

昭和三年三月二十日

2.72 

]0.00 

802.36 

R62.6i 

420.55 

150.80 

108.23 

165.00 

来量44 

⑨

⑮

⑮

 

富井六

中岡結

鈴木良

前詑外岡雑誌("1Chem. :lVlet. Eng; Chem. Ag;;: !k()¥ Chem. Umschau 1t， リ。

澄

夫

合計係

東京府下代有幡町幡ケ谷一0

小石川区高田老松町一八寺戸方

牛込r，n;，勢天町一四二、三桝館内

東京府下准原都知町小林二五i¥

市外戸塚町下戸塚二六一山口屋方

市外波橋町柏木九七九

東京市赤坂区青山高樹町一四

市外西巣鴨町向原三四O九佐藤方

牛込区若松町七二港元方

小石川(;!i諏訪町五O

東京府足立都千住町四丁目一一

小石川I;D;，高田老松町一七清水方

築関流精

松限松車市

松岡健一

林洋東吾

後藤勝三

綾井貞夫

木村五郎

翁幾倫次im

木村正治

三成辰雄

彦根元男

!rrl井総治

併!言B

入曾者
、，叫.1."""...，，'、..'、.i"'..I"、.，.

昭和3年4月蛍服用化祭科へ入撃ぜる第一撃年生

にして本合へ入曾也る者下の虫日し。

稲垣和宏 東京l符下溢谷町中遜三丁目二八

石田録音 市外松深村松原六五

濁回膝三郎 東京府下溢谷町桜丘三ニ

西村l'-太 榊奈川県?鎌倉町極製守三二九

細井信三 東京市外大島町七/ー0

大関一郎 東京府下高田町高岡三七三長谷川方

小倉俊夫 東京市牛込区若松町一三三伊藤官官方

中島 勇吉 本郷匹駒込動坂町一ニニ中島周三方

〈本年皮分〉

東京工業試験JiJi

大阪工業試験所

海軍燃料廠

商工省燃料研究所

南満洲鍛造株式曾語土中央試験所

i慶信省電気試験所

同

目

f虎

同

第二巻ー及ニ務

第四務

第一 O 戦

第二二三務

第四人減

第一三務

各競

書婚

各

寄

臨時窒素研究所

旭E骨子株式合枇

東京帝園大事ヱ号書官官

九州常国大撃ヱ製部

畿道大臣官房研究所

東京工業試験所内紫光合

工業化皐曾

同

同
業務研究資料
第一六巻第一務附銭
創 刊 覇軍

各 務

東京工業試験所報告

大阪工業試験所報告

海軍燃料廠研究報告

燃料研究所研究報告

中央試験所報告

電気設験所研究報告

電気試験所調査報告

臨時窒素研究所報告

旭E宵子検式含量t試験~rr報告

東京帝園大撃工接部紀要

九州帝国大皐工撃棄報

業務研究資料“業務ノ機婆"

化撃工業資料

工業化撃雑誌
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石油時報

日本E主要事化懇合誌

農象研究

工業要銭

目立評論

繕詰時報

顔料塗料印刷イ yキ

染料塗料工業薬品新報

日本化率工業新開

ベンキの常識

有機化喜善努品試験法

小川香料時事長

月刊 蓄電池

自働事時報

早稲田機友含報

Seifensieder・Zeitung

J ournal of Chemical Indllstry 

(Russia) 

JOllrnal of the Franklin Institllte 

Annali di Chimica Applicata 

石油時報社

日本皮革事化懇合

大原奨農舎

工業要録夜行所

目立評論社

B本総務協合

顔料塗料印刷イ yヰ協曾

染料塗料工業薬品新報社

日本化撃工業新聞夜行所

東亙ペイジキ製造株式含枇

東洋担壁紙株式含枇

小川商底

蓄電ttfl，業組合

自働率時報社

早稲田機友含

Seifensieder -Zeitung 夜行所

The JOllrnal of the Chemical 

1 ndustry (Rll苗ia) 後行所

Franklin Institllte 夜行所

Annali di Chimica Applicata 夜行所

早稲田際用化事舎報

情

冊

減

同

第八巻第二務

第二四務

毎貌(1927&f. 7月ヨり)

(1927年 1月ヨり 12
月=至Jレ)但 6.7月
分ヲ欠ク

毎務(1927年7月ョ 9)

同上

盟主

同

第一-~き各競

各競

各

悶

悶

悶

悶

悶

各

報言ト員曾

昭和 2&f. 12月17日逝去講師松尾霊彦氏

合長〈第一事年生〉家村良治氏

合員〈第三岡卒業生〉大森昌夫氏

昭和 2&f. 12月初日逝去

滋去昭和 2年 12月

本合l!上記佼尾、家村両氏の霊前に香料た供へ深〈哀悼の意た表ぜリ、灰閲すれば大森昌夫氏 L亦不

鯖の客となれり正、因て深〈哀悼の怠た表す。

一一-.-胸~o... 一一一一一

〈最近設行のもの〉

〈小栗捻綴氏宅苦〉金一慨菊9'lJ;本文747頁早稲岡大事出版銘澄行定償金七回

〈小林久平氏者〉上巻菊卵j約600頁下巻同上丸善株式曾j!:夜行定僕各金六回

書著員曾

最近理論・化事

石油:&其工業



昭和 3年 5月早稲田臆用化皐曾報

前抜目次

報文

第 7~虎

1工製士宮 井六遁腰賦珪酸~mひたる鉛蓄電池… ・・・…・・・ …・・ …・…… … …….. . ~ 
II製士石 川瑛一良[)

鉛室内硫酸沫i主加の冷却妓率と中空柱の底止に就て…………工率土 酒巻倫之助

鉛室内硫酸沫i主加の妓果に闘する考察…-・……………………工母昼間主 松井元太郎

護諜程示性式の理論的誘導……………………………………………………波田強ー

曾員報文要旨

講義

寝具字L野i工業..…… -………..…………………………………工製士稿島信之助

物理化事宮験報告

雑録

投稿規定

1. 原稿用紙11木曾PIiJi::の用紙 (1頁 12行 25字詰)た用ふる事、御請求次京送附す。
2. 原稿11平仮名交リ繍舎とし、欧諸菅野に11片仮名ら用ふる:事。
3. 回11白紙に墨書すろ事。
4. 句読叡11必ず用ふろ事、叉小型開~J1 ・込用ふ3

5. メートノレ法皐位た表11す略字11次の例lこ従ふ事。
kg (キログラム) g (グラム) mg (ミリ グラ ム〉 凶作ロメートル〉

m (メートル) mm (ミリメートル) qc (平方センチメートル〉

cbm (11..方米) 1くリットル) ccく立方センチメート ル〉

6. 聾主量た認すにはアラピヤ!Ii1字た用CJ次の仰jにi.(主ず。

5.~ 尺 〈五尺三寸) 125図〈百二十五図) 2-3時間〈二時間乃至三時間〉

タ(パーセント〉

7. 原稿の取捨11編郎委員にー径の事、旦つ返稿11致さざる事。
8. 原稿11東京市牛込庖早稲田大接理工撃部窓用化準設室内本合編腕委員宛の事。

喜定債四拾銭|震告霊 料金11表紙拾五園、 1頁拾園、 tt頁六回。

但し闘面持入の揚合11他に代金らゆ受〈。

印刷者

印刷所

盛行所

昭和 3年 5月 29日印刷
昭和 3年 5月 31日接行

編駒栄 早稲悶大豊島理ヱ皐部 武 富 昇
夜行人服用化準科内 山口柴

本郷医務島切逝坂町 51喬地 加 藤 晴 吉

本時lI!li!k湯島切逝坂町 14.15番地 正文合第二工場

経主主義EZfJ主音 早稲田臆用化事曾

.髭牛込 513く贈、用化事該室呼出Lのこと〉 援嘗ロ~東京 62921 番
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営
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具
へ
之
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宵
際
に
徴
せ
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事
を
推
奨
す
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固銭銭

目了三 P1r水幸子区郷木市京来

応書堂江南
(::J1.:~品主主。正量主主主守護)

庖支霊堂江南 l言
q; $.00 三 o 長大量ロ~li替霊)I所



図
度
防
木
材
の縫
蹄

諸
官
鷹
飼
指
定
口
印

九
日
ノ
出
ル

I
フ
井
ン
グ

刊
誌
ロ
四
百
ノ
出
フ
ェ
ル
ト

一

J
日
ノ
出
ア
ス
フ
ェ
ル
ト

g
f
i
一
日
ノ
出
ア
ス
ク
ロ
ー
ス
、
ア
ス
ヘ
ッ
シ
ャ
ン

F

日
ノ
出
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
ル

l
フ
井
ン
グ

大
阪
甫
南

g
塩
町
通
?
一
七

電
話
船
場
二
八
九
0

・=
二
三

塁
照
府
下
北
千
住
町
ノ

電
話
千
住
令
六

東
京
市
神
白
巴
山
川
町
一

電
話
抑
白
六
六
=
一
・
六
=
一
六

城
宮
口
座
東
京
一
一
7
0
Z
η

臼
ホ
建
築
仮
ヱ
開
示
舎
社

本

従

出
時
用
所



信善治
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西
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信昏
屯

~ 
末、

恒
温
水
槽

マ
能
率
の
良
い
電
熱
装
置

t

精

確

な

撒

度

調

節

器

に

よ

っ

て

マ

極

め

て

僅

少

の
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で

恒

撒

を

保
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す

マ
大
き
型
式
温
度

等

に
よ
り
各

種
あ
り
ま
す

型
録
地
温
曇

千野製作所

東京市外板橋町中丸

電話大塚一六二九
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THERMOMETERS NO"RMAL 
NEWLY ARRIVED THERMOMETERS FROM GERMANY 

400 to 7500C. 1/1 with ooc. 
400 to 7500C. 1/1 with OOC. 

15 to 3uoC. 1/1凹
10 to 200C. 1/100 
20 to 30

0 C. 1/100 

Quarts thermometer for high temperature 
Do. with P. T. R. 
Thermometer for calorimeter 
Do. 
Do. 
Fadenthermometer for the ql1icksilver 

capillary of thermometers 

No. 
353 
258 
525♂ 

523 
524 

594 
o to 3000C. 1/1 
o to壬000C. 1/1 
o to 5000C. 1/1 
85 to D50C. 1/5 
グC.1/1∞length 30 c.m. 

Do. 
Do. 

Thermometerゐrgl1npowder manufacture 
Beckmann thermometer (Eykmann) between 
Normal thermometer for low temperature 

without P. T. R. -100to 300C. 1/1 
Do. without P. T. R. -100 to 300C. % 
Do. without -200 to 200C. 1/1 
Do. without -200 to :WoC. 1/5 
Normal thermometer with P. T. R. -95 to 20:)0C. l/io 
Do. without -95 to 2050C. 1/10 
Do. with P. T. R. -5 to :W50 C. 1/20 
Do. without -5 to 2050C. 1/10 
Do. without -5 to 3600 C. 1/5 

385 
586 
001 
518 
569 

571 

570 
572 
203 
203 
202 

202 
224 

NORMAL THERMOMETERS NEARLY TO ARRIVE 

Normal thermometer for lo¥V temperature 
with P. T. R. 
with P. T. R. 
with P. T. R. 
with P. T. R. 
with P. T. R. 

300C. 1/1 
30
0

C. % 
200C. lh 
200C. 1ん
5
0C. 1/10 

-100 to 
-10りto

-200 tu 
-200 to 

-50 to 

Do. 
Do. 
Do. 
Do. 

569 

571 
570 
572 
574 

NEWLY ARRIVED 

KA  T A thermometer for the air examination to the human living 
ANATOMICAL LENSE for thermometer 

331 
801 

Arrived. GLASSFILTER 

責販作製
、li
t
i
-
-
-

器

器

附

械

接
収
川

量

化

臼
理

引

量
計
問
国
稽

日本綿代理庖

ダテ含社、
クラメル令 I泊:1
アルコ合従1
アイ=ヒテ含祉l
ロパート力-)レ合員士j

噛
唱濁
悶
悶
悶
悶

城塚計量器製作所
東京市紳問医千代田町六番地

電信紳回 2320番

振替東京 23402 番

門一…
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京
二
八
二
一
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偏光計及ビ検糖計
A 

(B) ラシ l'~JV 1・型

議取ー…・..1/問。

200粍叉，、壬00粍管用

各種尖

アタ・ムヒノVガー曾枇

スタンレー曾枇

ペヅグ曾赴

エー、ジョバン曾赴

バ V ヅア舎枇

(A) 標準偏尖計

わピッヒ型

讃取・・・・・・・..1印。

200粍叉』、 400粍管用

B 

事器械

フランツ、ジェミ ッ ト曾世

クイシゲノV、ヅアイス曾吐

グノV ツ曾赴

アスカユヤ曾赴

ガートナー曾赴

審査双葉商曾
東京銀座瀧山町ピノν デイング

電話銀座七五九番



新製 ロロ日
至三三 0=三---

加座乗員空用

9ーグエノν賓験場ロータリーポンプ

定債金九十五困也

大 さ……全長25糎高さ17糎

目 方…-一約5瓦干

加座周一一・1/コ気歴

真空用……1/温気座

賓験場に於げる経費の一大節約

本器は電動機に直結した小型加墜乗wi空用ポ νプでありま

して これきへあれば寅験室で

1.液の移出.i慮過を迅速.容易に

1.輔の代用をし

1.三段プーレーに依 b動力用 tなり

1.水流ポンプ¢代用もす る

など加!塁、農空用以外に其磨、用範園極めて康 く寅験室用と し

て至便のものであります。

@株て曾祉島津製作所東京支庖
東京市紳田直美土代町二丁目一番地

電話紳田(誌孟;三狂言:里異色



科撃的に
人生の不幸三

不安を一掃する

保先方
世界の偉人、大限老侯 険づ法
が亜細亜民族共存共栄 奈ハボ

の大理想のもミに創立 内ガ k
-<e ;¥- ~ノ

御でり
された我日清生命ほ、 請我 τキ

ア3fミ;fTFi事房子
ヌー"':.1 ゅ問問 3 

いl

の光楽を?双肩に擦って

侯が久遠の最高理想を

寅現しつつあります

日清生命保険株式舎融
市土長池田龍一<>本社東京丸の内



建議的織組の授数諸科準工気電大早

完
備
ぜ
る
遜
試
綿
一
一
一
簡
の
濁
撃
準
備
機
関
東

牛

械機気電 論理気曹

主主整同誘鐙直変電電工

電季期主塵涜流塁塁業
配雪機事器機理詰 z敷
電機械機友械論定患堕
早工早早早工早早早工電早早早L

工媛大主主宰大主大穫さ さ大-)(

H奪陣教義義博敬義教博監説教義
師土綬授授士授授授土語授授授

前密上大山川庚黒高官堤帆

川田田隅本原田川 ; 
幸良菊 思乗捧部骨足;義
一太輝次忠 fE友三 河「竹

郎郎雄郎興諒義郎清宏夫治~輔

基盤 所管設力水!I! ~ 険
無電電電電電電水水水火 同料 品L

毒 気燈動気力力力力Fii
信話 機 設原皐設 i士一;
毒 化照廉畿電動要電 L~， ~議長
藷皐皐皐明用遁所機綱所 ;雌iEE句
早退早透明早早早正予早早島エ早早:、d豊325
大信大信大信大~主工大大工重鎮大大!昨 i 主孟高益
叫周期助一環 :~= ~ 

;;:;詰Z霊童zz霊師詩izzj元;山稲
金池大富門上山上埴池松後~ ~本田
田 井倉田本田野谷本藤;治~ .三
原森 ~ ... ~申
武 六則輝五大ー武容暁~ . ~芯之
惇智丙造 之雄郎助郎雄吉二 興助

顧
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スーピロシ(耐酸議〉製造の沿革.酸「アルカリ」の製治又は取扱上紙く可からざる耐酸性器具は

大正五年頃迄は全部濁逸の石英製叉は北米合衆国の「デユリロシ」を輪入使用せしも

何れも慣格の不廉なると輪選中の破損、註文品の延着等によりて多大の不便を感じ

たり。

此の快盟iを除き他方轍入の防塵を目的として賞品d:Iま大IE五年春耐殿繊創造l二着手し

苦心の結果濯に優良品の産出に成JJ)することを得fこり、依りて大正六年四月濁立せ

‘る日本耐酸蟻合賀舎祉を創立し横i富i二工揚ぞ設け「スービロシ」なる名稽の下に耐酸

織の製造を開始し粧内各工場需要を満たすと同時に一般の要求i二も鹿じたり。爾来

年々研究に研-究を重ね以て品質の向上を計り「デユリロシ」を凌ぐ優秀なる製品を産

出し得るi二至りたるを以て一般社曾より多大の賞讃ぞ博せり、斯くτ時代の要求に
より事業盆々護麗し賞時の設備にては狭臨到底需要にE控じ能tまざるに至りしを以て

大正十二年凶月I曾貧し向組織を改め株式含祉として工場ぞ蹟張し生産のI曾加を計註

ぜる際不幸大正十二年九月の太震災にて工場は倒築又は焼失0)厄に遭遁したり。之

栓機としてー居事業の琵展を計る属め大正十二年末大日本人這肥料株式曾枇に合併

経営すること為なり大正十三年二月耐酪鍛工所ぞ自社王子工揚内に新設し多年の経

験により優良なる製品の産出を固り専ら「スーピロシ」の毒事慣を高むることに努力

しつ為あり 3

スピーロシ製品目 丸型蒸費阻、角型蒸護皿、船型黒住皿、鍋、護、行種俸管、冷却際、

。

揖狩器、遺風器、 各種パfプ、 コック、 カラン、 バJレプ、漉je器、 レト Jレ人

ハンドホ・ンプ、ロータリーホ・ンプ、セントリ 7ユガルポンプ、プラン ジャーポン プ、

硝酸型這装置其他

東京市麹町匝永楽町二丁目七番地

大日本人治肥料株式曾枇鋒業部耐酸鍛係

1哲〈刈ji室長忽:皇23喜臨時(号室?ゥヶ;マルヒ
，v_川 t 長2420.長2429雷 3長谷貯金口座東京3389雷 。


